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サントリー株式会社創業80周年
を記念して 1979 年に設立さ
れたサントリー文化財団。社会と
文化に関する国際的、学術的研究
に対する助成と有能な人材の発
掘・育成を行い、日本と世界の
学術・文化の発展に貢献するこ
とを目的に様々な事業を行って
います。生粋の大阪人である顧問の
伊木さんにお話を伺いました。

財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
顧
問　

伊
木 

稔
さ
ん

1945年大阪府生まれ。サントリー文化財団顧
問。68年サントリー株式会社入社、財団法人サ
ントリー文化財団に事務局長として出向後、サン
トリー不易流行研究所（現・サントリー次世代研
究所）部長、経営企画部長等を経て現職。関西学
院大学など関西の大学でも教鞭を執る。

関
西
風
土
に
根
づ
く
社
会
貢
献

　

疎
開
先
の
能
勢
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
終
戦
直
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
か

け
て
、
大
阪
市
内
で
人
々
が
互
い
に
助
け
合
い
将
来
へ
の
夢
が
あ
ふ
れ
る

時
代
の
空
気
に
包
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
大
好
き
な
大
阪
で
経
営
者
の
顔

の
見
え
る
会
社
に
勤
め
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
今
の
職
場

へ
の
就
職
は
念
願
ど
お
り
で
し
た
。
当
時
佐
治
敬
三
社
長
は
ま
だ
40
代
、

ト
ッ
プ
に
近
い
経
営
企
画
の
仕
事
は
、
ず
い
ぶ
ん
私
の
視
野
を
広
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

関
西
温
故
知
新
。

顔
の
見
え
る
歴
史
に
学
ぶ
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継
承
さ
れ
る
よ
き
精
神
に
学
ぶ

　

89
年
に
不
易
流
行
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
私
は
部
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
。
日
本
は
経
済
的
成
功
を
遂
げ
た
も
の
の
生
活
の
中
身
が

未
だ
豊
か
で
な
い
現
状
を
と
ら
え
、
生
活
の
質
を
高
め
豊
か
に
す
る

新
し
い
生
活
像
・
生
活
文
化
を
研
究
せ
よ
と
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
で

き
た
組
織
で
す
。
生
活
文
化
と
い
っ
て
も
最
初
は
漠
然
と
し
す
ぎ
て
、

正
直
何
を
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
困
り
ま
し
た
（
笑
）。
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
の
が
、
梅
棹
忠
夫
さ
ん
の
「
文
化
は
心
の
足
し
」
や
、
司
馬

遼
太
郎
さ
ん
の
「
生
活
を
楽
し
く
す
る
も
の
が
文
化
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
そ
こ
で
人
間
生
活
の
中
の
5
つ
の
分
野
の
楽
し
み
を
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
つ
き
あ
い
・
社
交
」「
芸
術
・
芸
能
」「
遊
び
・

レ
ジ
ャ
ー
」「
花
鳥
風
月
（
自
然
）」「
衣
食
住
」
で
す
。

　

不
易
流
行
と
は
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
で
、
研
究
所
を
設
立
し
て
半
年
ぐ

ら
い
は
研
究
成
果
が
な
い
の
で
、取
材
に
き
た
新
聞
記
者
な
ど
に
も「
不

易
流
行
と
は
…
」
の
説
明
だ
け
で
お
茶
を
濁
し
（
笑
）、
徐
々
に
研
究

の
ス
タ
イ
ル
と
中
身
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、

次
々
と
立
っ
て
は
消
え
る
水
面
の
波
が
時
代
の
先
端
、
流
行
と
す
る
な

ら
、
水
面
下
、
川
底
の
流
れ
が
時
を
超
え
る
大
き
な
流
れ
、
不
易
で
す
。

い
わ
ば
、
表
面
に
現
れ
た
波
の
様
子
か
ら
、
底
の
流
れ
の
動
き
を
見
極

め
る
と
い
う
調
査
・
研
究
を
心
が
け
た
わ
け
で
す
。

　

生
活
文
化
を
中
心
に
愛
着
の
あ
る
大
阪
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
長

年
眺
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
阪
は
、
東
京
を
目
指
す
の
で
は

な
く
て
、
行
政
と
、
企
業
と
市
民
が
よ
い
関
係
を
つ
く
り
、
魅
力
あ

Top Interview

　

79
年
、「
こ
れ
か
ら
は
経
済
だ
け
で
は
あ
か
ん
、
文
化
の
時
代
や
」
と

の
佐
治
社
長
の
着
想
か
ら
、
サ
ン
ト
リ
ー
は
「
生
活
文
化
企
業
」
と
い
う

企
業
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。
酒
類
・
飲
料
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
の
多
角
的
な
展
開
と
と
も
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
設
立
、
サ

ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
や
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
運
営
を
通
じ
た
音
楽
の
振

興
な
ど
の
文
化
活
動
に
尽
力
し
ま
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
は
、学
術・

文
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
私
が
社
内
で
は
、
2
人
目
の
事

務
局
長
と
し
て
本
社
か
ら
出
向
し
ま
し
た
。
30
代
半
ば
の
こ
と
で
す
。

　

企
業
が
文
化
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と
も
、
財
団
を
つ
く
る
こ
と
も
ま
だ

少
な
い
時
代
で
し
た
が
、
そ
も
そ
も
社
会
貢
献
は
関
西
の
オ
ー
ナ
ー
企
業

で
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
べ
る
う
ち
に
江
戸
時
代
か
ら
の
伝

統
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
近
江
商
人
の
三
方
よ
し
（
売
り

手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
）
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
利

益
を
還
元
す
る
」
と
い
う
発
想
で
は
な
く
て
、
商
売
自
体
が
売
り
手
、
買

い
手
、世
間
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
て
の
行
動
で
す
。「
お
か
げ
さ
ま
」

と
い
う
言
葉
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
間
を
絶
え
ず
意
識
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
し
て
き
た
の
が
関
西
企
業
の
特
徴
で
、
関
西
と
い
う
風
土
に
は
江
戸

時
代
か
ら
の
社
会
貢
献
の
蓄
積
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
メ
セ
ナ
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
、
企
業
市
民
、
最
近
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な

ど
は
東
京
の
企
業
や
マ
ス
コ
ミ
が
発
信
し
一
種
の
流
行
現
象
の
よ
う
に
全

国
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
元
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
富
者
の
義
務
や

企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
欧
米
流
の
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

関
西
に
は
社
会
貢
献
活
動
も
企
業
活
動
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
重
要
な
一

部
分
と
捉
え
る
伝
統
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
る
都
市
と
し
て
生
活
文
化
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地

域
と
い
う
生
活
の
舞
台
を
う
ま
く
活
性
化
さ
せ
る
秘
訣
は
、
行
政
、

経
済
（
企
業
）、
市
民
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
含
め
て
）
の
三
者
の
力
が
う
ま
く

連
携
し
、
機
能
す
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
三
つ
の
力
の
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
市
民
の
組
織
力
は
ま
だ
ま
だ
未
成
熟
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
志

は
す
ば
ら
し
い
け
れ
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
足
り
ま
せ
ん
。
企
業

が
有
す
る
人
、
モ
ノ
、
金
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
経
営
資
源
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
市
民
組
織
に
移
転
し
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
叫
ば
れ
、
企
業
も
経
営
資
源
を
社
会
資
源
と
し
て
積
極

的
に
活
用
す
る
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
社
会
が
変
わ
る

兆
し
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
面
で
の
関
西
の
先
駆
的
な
２
つ
の
例
を
あ

げ
る
と
、一
つ
は
ユ
ニ
ー
ク
な
公
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
「
公

共
広
告
機
構
」、
も
う
一
つ
は
中
小
企
業
や
個
人
の
志
を
活
か
す
目

的
で
生
ま
れ
た
「
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
」
で
す
。
こ
う
し
た
活

動
団
体
が
全
国
に
先
駆
け
て
生
ま
れ
る
の
も
大
阪
の
民
間
の
力
の
あ

ら
わ
れ
で
す
。
應
典
院
も
き
わ
め
て
先
駆
的
で
大
阪
ら
し
い
お
寺
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
ち
の
な
か
の
個
性
的
な
文
化
拠
点
の
役
割
を
果
た

す
お
寺
で
す
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
方
が
企
業
や
行
政
と
は
違

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
と
若
者
の
交
流
の
な
か
か
ら
世
代
を
超
え

た
何
か
新
し
い
も
の
を
生
み
だ
し
て
い
け
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
と
し
て
の
役
割
を
今
後
も
果
た
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
若
い
人
た
ち
は
他
者
と
接
す
る
こ
と
も
少
な
く
、
内
向
き
の
傾

向
が
強
い
よ
う
で
す
か
ら
。

　

最
近
、
若
い
人
た
ち
に
は
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
を
見
よ
と
話
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
Ｕ
ｐ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
（
上
を
向
い
て
）、
Ｆ
ｏ
ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
（
前

を
向
い
て
）、
Ｏ
ｕ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
（
外
を
向
い
て
）
と
。
逆
は
い
け

ま
せ
ん
。
同
時
に
自
分
を
大
切
に
と
い
う
こ
と
も
強
調
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
も
関
西
商
人
に
継
承
さ
れ
て
い
る
精
神
は
つ
な
が

る
の
で
す
が
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
が
結
局
自
分
の

た
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
た
い
で
す
ね
。
大
阪
、

関
西
に
は
「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
自
分
の
た
め
」
に
尽
く
し
た
、

す
ば
ら
し
い
先
人
た
ち
の
精
神
的
・
文
化
的
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
身
近
に
あ
る
「
顔
の
見
え
る
歴
史
」
を
し
っ
か
り
学
ん
で
、
今
後
に

活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▲30代　風景のスケッチ
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映画振興と大学教育　　　冨田 美香（立命館大学文学部助教授）

　いささか時代錯誤的な言い草かもしれないが、私は「コンテンツ」という言葉が
苦手だ。
　「コンテンツ」という言葉を使うときはある。それは、ネット上で提供される全て
の情報や作品、番組、商品―テキスト、音声、画像、動画映像などのファイル形式
で提供される、文章、小説、音楽、コミック、絵画、写真、映像作品等々や、売買
される物品など―を等価に扱う総称としてであり、だからこそ「コンテンツ」とい
う言葉を発するときは、若干の“痛み”を感じずにはいられない。「コンテンツ」には、
映画や音楽など、それぞれの芸術の存立基盤である表現媒体や受容環境といった特
殊性―フィルムや映画館、コンサートホールや生の音、肉声、身体のパフォーマンス、
観客の存在―を一切削ぎ落として、内容情報へと一元化してしまう暴力性を感じる
からである。つまり「コンテンツ振興」と「映画振興」とでは力点が非なる部分が
多く、大学という専門教育機関においては、芸術の基盤に対する理解を有した専門
的人材の育成を通して、振興に寄与することこそが責務だと思っている。
　具体的に「映画」教育の場合は、成立基盤としてフィルムと、コマから動画のイ
リュージョンを再現する機構、投影 (映写 ) に加え、映画館での鑑賞体験も、最低
限の基礎として学ぶべき事柄である。110年経った映画の歴史の蓄積を次の世代に
引継ぎ、あらたな映画・映像の文化を築くには、たとえば音大生が生の楽器の音調
を聴き分ける音感と耳を持つことが基礎であるように、映画の原型としてのフィル
ムの諧調を見る目と鑑賞体験を持つことが基礎力として必要なのだ。名画座の衰退
後、階調が潰れたビデオやDVDでしか古典映画を見られない世代が増えている中で、
専門機関がフィルムでの制作から映写まで整えた環境を守らなければ、おそらく次
世代の映像作品鑑賞力の涵養は今以上には望めないだろう。これは映画館へ映画を
見に行く主体的な観客の育成にもかかわる問題であると同時に、創作力にも直結す
る悪循環の構図である。
　つまり、新たな映像文化を築くには、デジタルでの教育は当然必須であり、その
土台には110年もの間技術的・文化的に蓄積された財産を活かすことも必須である、
という単純な話にすぎない。しかしながら、この常識的な発想が、一般社会や総合
大学においてはなかなか共有できないという現状があり、日本における映画教育は
先ずこの壁を打ち破る事が課題なのかもしれない。

【略歴】（とみた・みか）1989 年、日本大学芸術学部映画学科（理論・評論コース）
卒業。1992 年、早稲田大学大学院文学研究科芸術学（演劇専攻）修士課程修了。
東京国立近代美術館フィルムセンター客員研究員を経て、2000 年より立命館大
学文学部助教授、現職。失われてしまった戦前・戦中の日本映画の作品様相や
映画史の読み直しを研究するとともに、京都映画文化のアーカイヴ活動として、
立命館大学アート・リサーチセンターにマキノ・プロジェクトを立ち上げ、マ
キノ映画、大映京都撮影所の資料収集や聞き取り調査を展開。

特集「コミュニティ・シネマの意味・意義」巻頭エッセイ─第44回寺子屋トーク「映画と大学教育」を開催して…
寄

稿
■　

特
集
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
」　

■

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
の
意
味
・
意
義

　
　
　

│
應
典
院
に
よ
る
映
画
文
化
の
創
造
と
い
う
挑
戦

　寺院が映画に取り組む意義は何か？
映画と演劇の違いは何か？映画を支
える製作・配給・上映といった社会
システムを再構築していくための次
の一手は？應典院と映画にまつわる
関係を、「ダライ・ラマの般若心経
（劇場版）」と石井聰亙初期作品上映会
から探るのが、今回の特集である。
　特集にあたって、まず第44回寺
子屋トークとして「石井聰亙監督初
期作品上映会」会期中に開催された
「映画と大学教育」に出講いただい
た冨田美香さんの寄稿をお読みいた
だき、続いて劇場寺院で展開される
「コミュニティシネマシリーズ」の
第4弾、第5弾の内容を振り返って
いただきたい。第4弾「ダライ・ラ
マの般若心経（劇場版）」では、釈
徹宗さんの現場報告を中心に、第5
弾「石井聰亙監督初期作品」では、
関西圏で映画紹介誌「シネルフレ」
を発行する「シネコミ倶楽部」の皆
さんによる紙面企画・編集をとおし
て、実行委員の語りを中心に、内容
を振り返ることとしよう。
　また、実施事業の振り返りに重ねて
「コミュニティシネマ大阪」へのイン
タビューにも目を通していただきた
い。大阪発の映画文化創造の可能性を
見いだしていただければ幸甚である。

p.5………寄稿「 映画振興と大学教育」（ 冨田美香さん）
p.6-9……「 ダライ・ラマの般若心経」 を振り返る
　　　　　　報告「 DVD 買っちゃいました」」（ 釈 徹宗さん）
p.10-15……「 シネマロックディズアンドナイツ」 を振り返る
　　　　　　─企画・編集「 シネコミ倶楽部」 ─
p.18-23……インタビュー「 映画と市民社会の出会い」
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Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た　
　
釈　

徹
宗
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
如
来
寺
・
住
職
【
大
阪
府
池
田
市
】）

王
の
問
い
』の
よ
う
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。『
イ
エ
ス
を
語
る
』

は
、
仏
教
徒
で
あ
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
セ

ミ
ナ
ー
で
講
師
を
す
る
と
い
う
、
実
に
味
わ
い
深
い
本
で
す
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
が
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
か
ら
の
質
問

に
対
し
て
誠
実
に
答
え
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
意
見
を
交

換
し
ま
す
。
仏
教
者
も
キ
リ
ス
ト
者
も
、と
も
に
聖
書
を
読
み
、

瞑
想
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
信
仰
と
他
者
の
信
仰
を
大
切
に
し

な
が
ら
語
り
合
い
ま
す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
は
、
お

互
い
に
敬
意
を
も
っ
て
対
話
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
高
い
宗
教

性
を
発
揮
す
る
か
、
実
感
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
第
一
部
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
般
若
心
経
」

　

さ
て
、
６
月
３
日
（
土
）、
應
典
院
で
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ

シ
リ
ー
ズvol.4

』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
、劇
場
版
「
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若
心
経
」
の
プ
レ
ミ
ア
上
映
。
第
二
部
は
「
上

田
紀
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
仏
教
の
未
来
を
語
る
」
と
い
う
構
成
で
す
。

∧
一
押
し
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
本
∨　

　
『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
（
那
先
比
丘
経
）』
と
い
う
お
経
が
あ

り
ま
す
。
バ
ク
ト
リ
ア
王
で
あ
る
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス（
ミ
リ
ン
ダ
）

と
仏
教
僧
の
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
（
那
先
比
丘
）
と
が
対
話
・
問
答

を
繰
り
返
す
様
子
を
記
し
た
も
の
で
す
。
ギ
リ
シ
ア
思
想
と
イ

ン
ド
思
想
と
の
邂
逅
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
興
味
深
い
お
経
で

す
。
私
、個
人
的
に
好
き
な
経
典
で
す
。
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
と
ナ
ー

ガ
セ
ー
ナ
は
、「
霊
魂
は
存
在
す
る
か
」「
記
憶
に
よ
っ
て
何
が

生
じ
る
の
か
」「
念
仏
に
よ
る
救
い
」
な
ど
、
次
々
と
対
話
を

展
開
し
ま
す
。
最
初
は
、「
そ
ん
な
譬
え
話
を
し
て
、
一
体
何

が
言
い
た
い
の
か
」
な
ど
と
議
論
し
て
い
ギ
リ
シ
ャ
人
・
メ
ナ

ン
ド
ロ
ス
も
最
後
に
は
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
深
い
知
解
と
高
い
人

格
性
に
感
動
し
、
仏
教
に
帰
依
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
の
著
書
や
関
連
書
籍
は
膨
大

に
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
、
イ
エ
ス
を
語
る
』

は
一
押
し
で
す
。
私
は
、
こ
れ
は
ま
る
で
現
代
版
『
ミ
リ
ン
ダ

□
應
典
院
□
イ
ベ
ン
ト
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ　

●
2
●
「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若
心
経
」
プ
レ
ミ
ア
上
映
会　

【
開
催
の
主
旨
と
映
画
の
概
要
】

　

こ
の
映
画
は
、
仏
教
最
高
の
経
典
の
ひ
と
つ
「
般
若
心
経
」（
ハ
ー
ト
・
ス
ー
ト
ラ
）

の
心
を
、
世
界
で
最
も
著
名
な
仏
教
者
・
ダ
ラ
イ
ラ
マ
14
世
が
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

分
か
り
や
す
く
解
き
、
イ
ン
ド
国
内
の
仏
教
的
生
活
を
送
る
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
を
訪

ね
歩
く
秀
逸
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
谷
幸
三
と
カ
メ
ラ

マ
ン
菊
池
和
男
が
、
イ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
て
5
年
間
に
わ
た
る
取
材
を
経
て
完

成
さ
せ
た
貴
重
な
映
像
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。

　

観
音
菩
薩
を
主
人
公
と
す
る
経
典
「
般
若
心
経
」
は
、
大
乗
仏
教
の
中
心
思
想
で

あ
る
「
空
」
を
説
い
た
６
０
０
巻
に
も
の
ぼ
る
「
大
般
若
経
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
人
気
は
と
り
わ
け
日
本
で
高
く
、
写
経
や
遍
路
、
最
近
で
は
柳

澤
桂
子
や
新
井
満
の
意
訳
に
よ
る
出
版
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
な
ど
、
日
本
人
の

心
の
拠
り
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
観
音
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
る
ダ
ラ
イ

ラ
マ
14
世
自
身
が
、
そ
の
肉
声
で
は
じ
め
て
「
般
若
心
経
」
の
精
髄
を
語
る
こ
の
映

画
は
、
単
な
る
経
典
の
解
説
を
超
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
構
想
す
る
原
理
と
し

て
の
仏
教
の
可
能
性
を
指
し
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
上
映
会
の
ゲ
ス
ト
に
は
、
今
年
3
月
ま
で
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

仏
教
研
究
所
の
客
員
研
究
員
を
務
め
た
、
宗
教
人
類
学
者
・
上
田
紀
行
さ
ん
（
東
京
工

業
大
学
助
教
授
）
を
招
き
ま
す
。
上
田
さ
ん
は
、「
現
代
社
会
に
取
り
組
む
仏
教
」
研

究
を
行
い
、
米
国
や
日
本
な
ど
各
国
の
現
代
仏
教
の
実
践
に
つ
い
て
講
義
を
担
当
、
昨

年
10
月
に
は
、
同
大
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
14
世
を
招
き
、
7
千
人
の
学
生
と
対
話
を
行
う
と

い
う
ホ
ッ
ト
な
現
場
も
体
験
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
仏
教
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
位

相
を
持
つ
、最
新
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
仏
教
」の
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
以
上　

２
０
０
６
年
４
月
17
日
の
本
事
業
の
企
画
書
よ
り
〕 

　　主催   應典院寺町倶楽部
　　共催   ( 特活 ) アーユス関西・( 財 ) 新日本宗教団体連合会大阪事務所
　　後援   大阪府仏教青年会・大阪市仏教青年会・大阪青少年教化協議会
特別協力  フライングジブ・第七藝術劇場
　　協力   ( 特活 ) こえとことばとこころの部屋・( 特活 ) ビハーラ 21・
　　　　　( 特活 ) 関西国際交流団体協議会・( 特活 ) 関西 NGO協議会

○開催要項○
２
０
０
６
・
６
・
３
（
土
）

應
典
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
シ
リ
ー
ズ
Vol.
４

「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若
心
経
」（
劇
場
版
）

　映画や演劇には作家の作品世界に参加していく聴衆
や観客の存在が欠かせない。純芸術とされる絵画や彫
刻の世界は、できあがったものを鑑賞することによっ
てその作品世界を享受するのに対して、演劇や映画は
できあがった作品を聴衆や観客が観る、あるいは見続
ける、もしくは観ない、という選択肢によって、作品
が育つか育たないかをも左右する。宗教者ダライ・ラ
マが般若心経を語った映画を應典院という寺院で上映
した意味、意義は何か。ルポルタージュから紐解こう。
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２
．
第
二
部
「
上
田
紀
行
、グ
ロ
ー
バ
ル
仏
教
の
未
来
を
語
る
」

　

第
二
部
は
、
上
田
紀
行
氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。
應
典
院
で

は
３
回
目
の
登
場
。
上
田
氏
は
、
昨
年
一
年
間
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
日
本
仏
教
の
社
会
活
動
に
つ
い
て
講
義
を
担
当
。
そ

こ
で
ど
の
よ
う
な
講
義
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
お
話
を
中
心
に
、

ア
メ
リ
カ
の
仏
教
事
情
や
現
代
に
お
け
る
仏
教
の
役
割
、
そ
れ
に

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
情
報
な
ど
、
幅
広
い
ト
ー
ク
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
は
仏
教
に
対
し
て
寛
容
・
非
暴
力
の
期
待
が

あ
る
」「
欧
米
で
は
、
仏
教
は
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
」「
日
本
仏
教
の
発
言
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」「
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
氏
へ
の
毀
誉
褒
貶
」
な
ど
、
直
接
ア
メ
リ
カ
の
仏

教
を
肌
で
感
じ
取
っ
た
人
な
ら
で
は
の
お
話
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
華
や
か
で
屈
託
な
さ
そ
う
に
見
え
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
だ
け
ど
、
実
は
鬱
屈
し
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
示
唆
に

富
ん
で
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
追
い
や
ら
れ
た
人
々
が
ア

メ
リ
カ
東
海
岸
に
移
動
し
、
さ
ら
に
そ
の
東
海
岸
か
ら
も
追
い

や
ら
れ
た
人
々
が
西
海
岸
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
、
し
か
も
先

住
者
を
追
い
や
り
な
が
ら
…
。
う
わ
ぁ
、
な
ん
て
陰
惨
な
成
立

事
情
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
り
ゃ
、
鬱
屈
し
て
も
不
思
議
じ
ゃ

な
い
で
す
ね
。
な
ぜ
西
海
岸
に
仏
教
が
盛
ん
な
の
か
、
そ
の
深

層
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

∧
と
て
も
小
さ
な
規
模
だ
け
ど
∨

　　

今
世
紀
、
最
も
展
開
す
る
の
は
お
そ
ら
く
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
は
頭
打
ち
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
大
幅
に
教
腺
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

考
え
に
く
い
で
す
。仏
教
に
い
た
っ
て
は
、す
で
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
の
ほ
う
が
多
い
…
。
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
と
も

に
世
界
三
大
宗
教
と
並
び
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
仏
教
は
縮
小
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
と
て
も
小
さ
な
規
模
だ
け
ど
、
人
類
に
仏
教
が
提

示
で
き
る
も
の
は
す
ご
く
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
現

在
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
ハ
イ
モ
ダ
ン
状
況
に
対
し
て

必
要
な
知
見
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を

上
田
氏
の
講
演
で
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ん
、

や
っ
ぱ
り
仏
教
、
素
敵
だ
。                

（
し
ゃ
く
・
て
っ
し
ゅ
う
）

イ
ベ
ン
ト
デ
ー
タ
●
「「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若
心
経
」
プ
レ
ミ
ア
上
映
会　

2006.6.3

（
土
）・
晴　

13:30

〜17:45　

120
名

　

シ
ネ
マ
「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若
心
経
」
は
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
が
仏
教
の
基
礎
知
識
を
説
く
と
い
う

も
の
で
し
た
。日
本
で
も
人
気
の
高
い『
般
若
心
経
』を
起
点
に
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
本
人
が
「
縁
起
」
や
「
空
」
や
「
無
」
と
い
っ

た
解
説
を
す
る
貴
重
な
映
像
作
品
で
す
。

　

冒
頭
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
が
「
般
若
心
経
」
最
後
の
真
言
部

分
、「
ギ
ャ
ー
テ
ー
ギ
ャ
ー
テ
ー
（
行
け
行
け
）
…
」
を
五
段

階
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
か
っ
た

で
す
。
真
言
部
分
を
解
釈
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
賛
否
両
論
あ

る
の
で
す
が
、
宗
教
体
験
を
段
階
別
に
考
察
す
る
の
は
仏
教
の

特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
中
、「
空
と
は
何
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
氏
は
「
こ
こ
に
象
は
い
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
象
の
非
存
在
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
あ
な
た

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
認
識
で
き
る
の
は

あ
な
た
が
象
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
」
な
ど
と
、
語
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思
考
回
路
は
イ
ン
ド
文
化
系
独
特

の
も
の
で
す
。
も
と
も
と
イ
ン
ド
に
は
、「
こ
こ
に
象
は
い
な

い
」
を
「
こ
こ
に
象
の
非
存
在
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
へ
と

変
換
で
き
る
言
語
体
系
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
空
や

無
を
ベ
ー
ス
に
し
た
哲
学
が
発
達
し
、
無
理
数
を
平
気
で
扱

う
数
学
を
早
く
か
ら
活
用
し
て
い
た
の
だ
、
と
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
存
在
の
本
質
は
空
と
い
う
相
互
依
存
性

で
あ
る
。
仏
陀
さ
え
空
だ
」
と
語
る
あ
た
り
は
し
び
れ
ま
す
。

お
お
、
や
っ
ぱ
り
仏
教
っ
て
、
素
敵
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
作
品
で
す
。
私
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

開
催
当
日
の
風
景

△混み合うロビー

△熱心にメモをとる参加者

△上映前に行われた「会員のつどい」

△笑いが絶えない終了後の交流会

△大画面を使った講演△上映と講演の間は「チャイ」で休憩

【
関
連
情
報
】
今
秋
、
本
稿
を
執
筆
い
た
だ
い
た
釈
徹
宗
さ
ん
を
2
回
、
應
典
院

寺
町
倶
楽
部
の
事
業
に
お
招
き
い
た
し
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
29
日
14
時
〜
「
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
可
能
か
？
」

　
　
　

ゲ
ス
ト
：
内
田 

樹
さ
ん
（
神
戸
女
学
院
大
学
）・
釈 

徹
宗
さ
ん

　

10
月
31
日
18
時
〜
「
大
阪
発
信
：
お
寺
の
「
実
力
」
〜
社
会
参
加
仏
教
と
現
代
」

　
　
　

ゲ
ス
ト
：
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ
さ
ん
（
名
古
屋
市
立
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

服
部
隆
志
さ
ん
・
清
史
彦
さ
ん
・
釈
徹
宗
さ
ん
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　1980 年前後のバブル前夜、日大学芸術学部 1年、
19歳の石井監督は、8ミリ映画「高校大パニック」で
衝撃デビューを飾った。続く16ミリ「狂い咲きサンダ
ーロード」は、全国東映系で劇場公開され、日本の自主
映画史上輝かしい軌跡となった。そして、石井監督率い
る狂映舎やダイナマイトプロの製作現場からは、今や名
だたる監督 緒方明、阪本順治、松岡錠司らを輩出して
いる（また、現在、應典院住職秋田光彦も当時プロデュ
ーサー兼脚本家として参加している）。
　今日のデジタル技術の飛躍的な進歩は、無名の若者で
さえ、高質の映像作品を撮ることを可能とし、かつ、ネ
ット配信をはじめとして発表の場も数多く存在してい
る。あふれんばかりの大量生産された映像（表現行為）
から、私達はあの石井監督が与えた衝撃を受けたことは
あるか。あの衝撃は過去のモノか。彼らは何故、表現す
るのか。何故、映画を作るのか。「これが、日本のイン
ディーズシネマの原点だ！」と言切った今上映会は、上
映会の鑑賞以上のモノを提供したのではないだろうか。
　映画制作を目指す若者達よ、あの時代をリアルタイム
に体感した若者達よ、映画を愛する人達よ。この上映会
から何を得たか！あの「シネマ・ロックデイズ＆ナイツ」
を振返る。　　　　　　　　　　　　　　　（香月風河）

A【上映作】狂い咲きサンダーロード／高校大パニック

【トーク】石井聰亙監督オープニングトーク・オープニングパーティー

3
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、『
狂
い
咲
き
サ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ド
』
と
『
高
校

大
パ
ニ
ッ
ク
』
の
上
映
の
間
に
石
井
監
督
ト
ー

ク
を
挟
み
、
そ
の
ま
ま
約
1
時
間
監
督
参
加
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。

2006.6.23（金）～ 25（日）

應典院コミュニティシネマシリーズ
Vol.5

石井聰亙監督初期作品上映会

＜編集企画・構成：シネコミ倶楽部＞
シネマロックデイズ＆ナイツ幕開け
　大切だと思っている人がいて、その人が大切
だと思っている人がいて、なにやら再び巡りあ
うのらしい。20年ぶりらしい。0歳の子ども
が成人式を迎えるくらいの時間。産婦人科で一
緒にオギャーと泣いて、顔も覚えていずに出会
うのではない。修羅場の映画の現場で出会った
ふたりは、当時20歳前後。社会に踏み出すた
めにはロックみたいな力の出し方・踏み込み方
だったろうと想像する。20年が経ち、一目み
ただけでも痣のあるふたりなら感じ取るだろ
う。ふたりがその後どんな人生を過ごし、ロッ
クな魂でなにを考え、なにを価値とし生きてい
るのかを。けれど、映画という手法を選んだふ
たりは、ふたりで問うだけではなく、上映会と
いう機会と場によって、関わる人々に問う。
　20年前あなたは何をしていたか。そして20
年後あなたは何をしているか。
　上映会前日15年来の友人に電話をした。「一
緒に現場に入るの、久しぶりやね」学生の頃、
京大西部講堂で裏方仲間だった彼は中退し、映
写技師の会社を起こした。わたしは京都を離れ
た。今回は技師として連日應典院につめていた。
わたしたちはとくに何かを話すというわけでも
なく、現場の休み時間を過ごした。それでも学
生時代のときには話題にしなかったようなこと
を話していて、それぞれの人生を歩んでいるこ
とを確かに感じた。走りはじめた人は走り続け
ていれば、また巡りあうのだな。

（上田假奈代・cocoroom）

23
日
（
金
）【
第
一
日
目
】「
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ　

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ 〈
爆
裂
〉
ナ
イ
ト
!
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
そ
の
名
の
通
り
、
監
督
も
ろ
と
も
應
典
院
が
爆
発
し
て
破
裂
し
た
一
日
目
の
夜

　　主催   應典院寺町倶楽部
特別協賛  松下電器産業株式会社・株式会社トランスフォーマー
　　後援   財団法人大阪都市協会 ( コミュニティシネマセンター大阪 )
　　協力   ぴあフィルムフェスティバル事務局・大阪ショートショート実行委員会事務局・神戸芸術工科大学・

シネコミ倶楽部・NPO 大阪アーツポリス協議会・ビジュアルアーツ専門学校・シネファンク・神戸
アートビレッジセンター・cocoroom・直木三十五記念館・RCS・如月社・彩都 IMI 大学院スクール・
in → dependent theatre・恋愛研究会。・からほり倶楽部・プラネット +1

企画運営  石井聰亙初期作品上映会実行委員会

○開催要項○
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24日（土）【第二日目】「完全制覇！石井聰亙、監督生活 30 年の全貌」
　　　　　　　　　　　　　　─ Bプロ・Cプロ・Dプロ、それぞれ「鼻血が出そうなほど」　濃い内容にもかかわらず、約10時間ぶっ通しで見ると石井監督により近づけるという仕組みの一日。

B【上映作】88万分の 1の孤独

【トーク】シンポジウム「映画と大学教育～キャンパスから創造が生まれるか」（第 44回寺子屋トーク）

監督が映画製作の術を
レクチャー。その後に
見る『88万分の一の
孤独』は格別。続いて
神戸芸術工科大学で
教鞭も取る石井監督が、
大阪芸術大学の太田
米男教授と、立命館
大学の冨田美香助教授
とともに熱く語った。

C【上映作】突撃 ! 博多愚連隊／高校大パニック

【トーク】石井聰亙監督インタビュー「石井聰亙と狂映舎～ 80年代自主映画、栄光と挫折の時代」

『高校大パニック』と
『突撃！博多愚連隊』
の上映の間に石井監
督に直撃インタビュ
ー。今まで明かせな
かった狂映舎時代の
「栄光と挫折」を語り
つくした !

D【上映作】シャッフル／狂い咲きサンダーロード

【トーク】石井聰亙監督インタビュー「映画作家石井聰亙、創造の秘密～カオスを越えて、「表現」を磨く」

『シャッフル』と『狂い
咲きサンダーロード』
の名作上映の間には、
またまた濃い内容の
インタビューが行わ
れた。お題は「映画
作家石井聰亙、創造
の秘密～カオスを越
えて、「表現」を磨く」

C プログラムを担当して
　石井聰亙監督は明らかに一時期の私にとっては憧れの存在であった。それは自分
が思い描いた映画監督という職業を手にしている成功者としての存在でもあった。
実際にはそれ程に容易な道でないことは後に分かる事であるのだが、そんなことは
高校生で日々の生活で閉塞感しか感じていない当時の私は知る由もなかった。
　偶然にも秋田さんと出会うことから石井監督の初期作品上映会の実行委員に
名を連ね、あまつさえプログラムの中でインタビューを担当することになるこ
となど思いもよらない幸運であり興奮を抑えられないものであった。聞きたい
ことは山ほどあるが限られた時間でなおかつプログラムとしての役割もある。

　ポイントしては2点に絞ったつもりだった。一点は音楽との関わりについ
て、そしてもう一点は時代を感じるとる監督の視点ということである。音楽
のことはある意味では予想の範囲でいわば再確認の作業のようにも思えた。
　しかしながら現実に起こる事件がフィクションの想像を超えているような
ことについて聞いたときにオウム真理教事件には衝撃を受けたと監督が発言
されたことは興味深かった。
　この上映会を通じて監督の過去を単に振り返るのではない次への助走のよ
うなものを感じ獲ったのは私だけではないのではないか。

（小辻 昌平・直木三十五記念館）

イイ大人たちのシネマロックデイズ＆ナイツ
　ロックとかプロレスとかアイドルとか、男として避けて通れないものにぶち当た
り続けたまま大人の階段を上ってしまったイイ大人たちの集まり、「恋愛研究会。」。
もちろん、「狂い咲きサンダーロード」も、「爆裂都市」もそういう存在であった。
それが石井監督とともにステージに立てるなんて！これまで悪ふざけしかしたこと
のない我々にとっては、エルボー連合相手に３人で立ち向かうような気分であった
が、「恋愛研究会。」は「恋愛研究会。」らしい仕事をするだけ、と臨んだ３日間だった。
　石井監督は最後に笑顔でおっしゃいまいた。このイベントで一番心に響いたのは
メンバーの（監督の没作品の資料を前にしてのトークで）「ここに並ぶものが増えな

いように、頑張って下さい」であったと。いささか不謹慎であり恐縮だが、監督の
そのお言葉を聞いて、やってよかったと思ったのであった。 ブレーキのないバイク
で風になった仁さん（魔墓呂死特攻隊長）、我々はあなたのように筋を通せたんで
すよね。
　あとはうちのアタマ、イトウタカアキが、仁さんに扮して應典院を突っ走った。
かぎ爪をおたまに付け替えて、「盛ってやろうじゃねえの！」とお客様にカレーを
よそる姿に、多くの人たちの血がたぎったことであろう。
　監督もお客様も、應典院はイイ大人ばかりであった。

（劔 樹人・恋愛研究会。）

「寺子屋トーク併催」で濃密な学び
　京都・大阪・神戸の大学から先生を呼んで、「映画と大学教育」を討論し
てみようと言われ、「面白い」と思って引き受けたのは、紛れも無く私。こ
の辺が身の程知らず。
　事前準備と称して、各大学の先生方を訪ね、数時間に及ぶヒヤリングを敢
行したが、これがまた実に面白い（各先生方、貴重な時間を本当にありがと
うございました）。そのまま講演していただいた方が面白かったのでは、と
思うほど中身の濃い話に、我を忘れ、聴入ってしまった。本当に充実した時
間を過ごすことが出来、至福の極みだった。

　ヒヤリングしたメモを元に、あらかたの進行台本を作り、当日の朝、先生
方と簡単な打ち合わせだけをして、本番に臨んだのだが、時間が足りないく
らい充実したシンポジウムにすることが出来た。今更ながら良いテーマだっ
たんだと再認識した。特に大学で映画を教えて、その出口をどうするのか、
実は先生方も真剣に悩み、考えていることが素晴らしかった。
　これから先の映画を、いや社会全体を支えていける人材を共に育てていき
たい、と改めて思った。

（村田 光男・株式会社メディアート）

＜シンポジウムに登壇した冨田美香さんの寄稿をp.5 に掲載＞
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E【上映作】鏡心【完全版】／シャッフル

【トーク】石井聰亙監督vs秋田光彦対談「インディペンデンスを生きる～映画、そして至高の物語」

最
新
作
『
鏡
心
』
と
25
年
前
の
作
品
『
シ
ャ
ッ

フ
ル
』
の
間
に
挟
ま
れ
実
現
し
た
、
石
井
聰
亙

VS
秋
田
光
彦
ガ
チ
ン
コ
対
談
。
2
人
が
語
っ
た

「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
ス
を
生
き
る
〜
映
画
、
そ
し
て

至
高
の
物
語
」
と
は
？

電話が怖い
　秋田さんから自宅への電話はほぼ良くない内
容のことが多いことになっている。案の定、最
終日の石井監督との対談コーナーの進行役をや
れという指示であった。固辞するも押し切られ
る。何故僕なのかと悩んだ結果、緊張感のある
対談にしようと思った。
　秋田さんとは彼が大阪に戻ってからのお付き合
いでかれこれ20年になる。しかし、ダイナマイ
トプロ時代の話は出会ったころ、ずっと昔に少し
だけ聞いたきりである。石井監督も「再会するま
でには時間が必要でした、色々ありましたから」
と二人きりになったときに聞いた。どちらも言葉
数が少なかった。だからこそ、あの時代を楽しい
昔話で語るのではなく、次のステップに向けて真
正面からの振り返りが必要と考えた。
　舞台の二人は左右に離れてお座りいただいた。
対談形式の演者配置ではお互いに目配せが届か
ず、真剣勝負のトークになる距離である。進行
役の力不足もあってスムーズな進行とはならな
かったが、対談の後半にはあの時代の装飾のな
い総括が語られたと思う。さらに、今回の上映
会が第２章の幕開けの予感がするとの発言も飛
び出した。心の中で思わず喝采をあげた。しかし、
應典院で何かをやらかすのかもと思うと、秋田
さんから自宅への電話が怖い。  　　　

（西島 宏・株式会社シーエヌ）

25
日
（
日
）【
第
三
日
目
】「
映
画
、
そ
し
て
至
高
の
物
語
」

　

│
三
日
間
を
締
め
く
く
り
に
用
い
た
素
材
は
「
最
新
作
」
と
30
年
間
を
見
つ
め
る
対
談
…

▼
展
示
資
料
を
持
ち
込
ん
で

　

得
た
も
の　

  

於
勢 

博
之

　

１
９
８
０
年
11
月
8
日
（
土
）。
石

井
聰
亙
監
督
「
狂
い
咲
き
サ
ン
ダ
ー

ロ
ー
ド
」
を
、
奈
良
東
映
で
高
校
帰

り
に
観
た
日
で
あ
る
。
こ
の
日
か
ら

私
は
映
画
が
大
好
き
に
な
り
、
そ
の

日
か
ら
つ
け
始
め
た
「
映
画
感
想
日

記
」
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
鋭
い
も
の
が
突
き
刺
さ
っ
た
感
じ
」

　

浪
人
時
代
は
、
二
番
館
で
映
画
鑑

賞
に
明
け
暮
れ
、
難
波
の
古
本
屋
街

（
今
は
な
き
大
阪
球
場
下
）
を
歩
き
回

り
、
コ
ツ
コ
ツ
と
収
集
し
た
石
井
映

画
関
連
の
宝
物
た
ち
。

　

大
学
で
は
、
本
業
も
そ
っ
ち
の
け

で
「
映
画
研
究
部
」
に
入
部
し
、
部

室
の
主
と
な
り
6
年
間
も
通
わ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
親
に
は
遊
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
て
い
た
）

　

し
か
し
、
秋
田
住
職
が
こ
の
上
映

会
で
も
何
度
も
口
に
し
て
お
ら
れ
た

「
映
画
を
通
し
て
人
と
人
が
触
れ
合
う
」

と
言
う
こ
と
を
映
画
研
究
部
で
は
実

践
し
て
い
た
の
で
す
。

　

時
は
流
れ
、
大
学
も
卒
業
し
て
十

数
年
経
っ
た
い
ま
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
る
文
明
を
駆
使
し
、「
情
報
を
集

め
」「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
」
便
利

に
な
る
中
、
人
間
同
士
は
希
薄
に
な

り
、
声
を
発
せ
ず
絵
文
字
で
表
情
を

表
現
す
る
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、

当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

ま
た
「
映
画
を
通
し
て
人
と
人
が
触

れ
合
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
」
が
、

非
常
に
懐
か
し
く
、
ま
た
新
鮮
で
あ

っ
た
こ
と
に
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
人
達
の
熱
情
を
受
け
、

再
び
「
何
か
鋭
い
も
の
が
突
き
刺
さ

り
ま
し
た
」。

【
石
井
聰
亙
初
期
作
品
上
映
会
応
援
団
】

【実行委員のコメント】映画の求心力、場や人や思いを引き寄せる麻薬のようなチカラを改めて感じました。光と影の渦巻いた25年前の、石井組の現場に迷い出
たような、怪しげな快感でした。ありがとう。ね（秋田光彦）／「人生に必要なことは映画で学んだ」。そう、みんなで映画をみる機会をつくるとはそういうこ
となんだな。（上田假奈代）／「石井監督30周年」「俺のファン歴25周年」「ここに石井監督と俺が交差し、監督の人生に俺登場」「至福」（於勢博之）／石井聰
亙監督の漲るパッション！乾いた肉体はスポンジのように吸収し、トランス状態の3日間だった。至福。（香月風河）／興奮と感動の怒涛の三日間でした。なか
なか興奮が醒めないでしばらくは何を言うにも仁さん口調でありました。石井監督、秋田住職、関係のみなさんに感謝です。（小辻昌平）／映画とは夢、人の記
憶こそ真実。だから人は集い、物語る。映画が真実となる瞬間に出会えたことに感謝です。（中川 俊秀）／実行委員自身が楽しめないとな、との思いで全力疾走。
でも、三十年ぶりの自主上映会に体がついてきませんでした。（西島宏）／映画を映す、観る。そこに＋αがあることで、生まれ、拡がり、深まること。それら
をはっきり体感した至福のロックデイズ。（橋本鏡子）／石井聰亙監督という人物に、作品だけでなく、直に触れられ、そのひととなりに魅了された。感謝、多謝。
（村田光男）／十年一昔。30年前に日本映画界に閃光を与えた石井監督作品の上映は三昔の回顧でなく未来の展望となった。（山口洋典）

△展示した資料の横で石井監督ら
を前にパフォーマンスをする於勢
さん。4月 26 日に cocoroomで
開催の「石井聰亙プレ大阪」以降、
本上映会の応援団として活躍。

　
「
よ
か
っ
た
」「
最
高
！
」「
面
白
か
っ
た
」
と
、
聞
こ
え
て
き
た
た
く
さ
ん
の

言
葉
か
ら
、
こ
の
上
映
会
が
大
成
功
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

そ
の
中
で
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
い
て
面
白
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

10
代
の
意
見
か
ら
は
、「
衝
撃
だ
っ
た
」「
今
回
の
上
映
会
で
製
作
意
欲
が
メ
キ

メ
キ
わ
い
て
き
た
」と
新
し
い
感
性
の
目
覚
め
の
瞬
間
が
感
じ
ら
れ
、20
代
で
は
、「
自

分
と
同
じ
年
の
と
き
に
撮
っ
た
作
品
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
」「
１
９
８
０
年
に
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
、
石
井
映
画
と
〝
同
年
代
〞
で
あ

る
自
分
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
30
代
は
「
10
代
の
頃
に

見
た
か
っ
た
！
」
と
言
い
よ
う
の
な
い
悔
し
さ
を
表
し
、
40
代
は
「
当
時
が
思
い

出
せ
て
よ
か
っ
た
」「
や
っ
ぱ
り
サ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ド
に
尽
き
る
！
」
と
、
石
井
監
督

作
品
と
共
に
走
り
ぬ
け
た
青
春
時
代
を
思
い
返
す
意
見
が
多
く
よ
せ
ら
れ
た
。

　

年
代
に
よ
っ
て
個
性
が
色
濃
く
出
た
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
の

は
、「
衝
撃
（
10
代
）・
吸
収
（
20
代
）・
迷
走
（
30
代
）・
確
信
（
40
代
）」
と
い

う
30
年
の
時
の
流
れ
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
石
井
聰
亙
監
督
が
歩
い
て
き
た
30
年

の
道
の
り
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
10
代
〜
40
代
の
間
に
あ
る
30
年
と
い

う
空
間
で
、
監
督
が
散
り
ば
め
て
き
た
映
画
の
タ
ネ
が
、
見
事
新
し
い
手
に
よ
っ

て
摘
み
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
紛
れ
も
な
い
真
実
が
こ
の
上
映
会
に
は
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
監
督
が
次
へ
の
境
地
へ
と
「
應
典
院
」
か
ら
踏
み
出
し
た
31
年
目
へ

の
力
強
い
一
歩
を
、
誰
も
が
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
確
認
し
た
3
日
間
だ
っ
た
。

　
「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
溢
れ
た
今
回
の
上
映
会
。「
感
謝
」
は
ま
た
次

の
「
出
会
い
」
を
生
み
、「
出
会
い
」
は
受
け
継
が
れ
て
「
希
望
」
と
「
感
動
」

に
生
ま
れ
変
わ
る
。「
あ
り
が
と
う
」
そ
し
て
、
ま
た
会
う
日
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
シ
ネ
コ
ミ
倶
楽
部　

中
西 

奈
津
子
】
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○
慈
悲
の
社
会
化
と
利
他
的
人
間
の
育
成
を
図
る
事
業
の
統
括
責
任
者
と
し
て

　

２
０
０
６
年
5
月
22
日
、
應
典
院
を
應
典
院
た
ら
し
め
て
い
た
「
主
幹
」
と

い
う
立
場
が
、新
た
な
人
材
に
交
代
し
た
こ
と
を
お
披
露
目
す
る
「
主
幹
交
代
式
」

が
や
や
仰
々
し
く
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
70
名
を
越
え
る
方
々
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
10
年
目
の
應
典
院
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
を
展
望
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
謝
辞
を
い
た
だ
い
た
3
名
の
お
こ
と
ば
を

改
め
て
緊
張
感
と
し
て
携
え
て
い
く
た
め
、
こ
こ
に
再
掲
し
て
お
く
と
、
サ
ン

ト
リ
ー
次
世
代
研
究
所
の
佐
藤
友
美
子
さ
ん
か
ら
は
「
應
典
院
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
を
考
え
て
い
く
上
で
、
重
要
だ
と
思
う
の
は
信
頼
と
い
う
こ
と
ば
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
が
、
新
た
な
人
材
に
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
だ
け
を
や
っ
て
い
く
だ
け
で
信
頼
が
得
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
新
し

い
味
を
出
し
て
い
っ
て
欲
し
い
し
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
は
誇
り
を

持
っ
て
、
ま
た
新
し
い
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
京
都

大
学
の
高
田
光
雄
先
生
か
ら
は
、「
追
い
つ
め
ら
た
と
き
に
出
て
く
る
す
さ
ま
じ

い
力
と
、
誰
も
が
あ
き
ら
め
る
よ
う
な
と
き
に
も
あ
き
ら
め
な
い
力
、
そ
し
て

そ
う
し
て
何
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
き
の
高
い
倫
理
観
、
そ
れ
が
大
切
」
と
、

そ
し
て
き
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
深
尾
昌
峰
さ
ん
か
ら
は
、「
得
度
式
に
も

陪
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
場
で
話
を
し
て
い
て
も
、
宗
教
が
持
つ
力
、

お
寺
が
持
つ
力
を
感
じ
て
い
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
に
即
し
て
貴
重
な

お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
家
か
ら
両
親
も
参
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

冒
頭
、上
田
假
奈
代
さ
ん
に
朗
読
い
た
だ
い
た
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
の
と
お
り
に
、

常
に
変
わ
り
ゆ
く
社
会
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
呼
吸
す
る
、
お
寺
」
で
あ

り
続
け
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
（
山
口 

洋
典
）

二
〇
〇
六
・
五
・
二
二　

浄
土
宗
大
蓮
寺
塔
頭
應
典
院　

主
幹
交
代
報
告
式

写
真
と
記
録

●
秋
田
さ
ん
と
山
口
君
の
コ
ン
ビ
で
新
し
い
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
滋
賀
に
も
文
化
の
香
り
を
お
す
そ
分
け
く
だ
さ
い
。

（
阿
部
圭
宏
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
市
民
が
さ
さ
え
る
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
滋
賀
代
表
）

●
應
典
院
が
静
穏
を
宿
し
つ
つ
、
新
た
な
力
を
得
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
さ
に
磨

き
を
か
け
、
更
な
る
発
展
を
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
中
大
輔
／
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
共
育
企
画
代
表
）

●
山
口
洋
典
さ
ん
の
新
し
い
門
出
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
知
と

経
験
と
持
ち
前
の
熱
意
が
應
典
院
の
慈
悲
と
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
（
肥
塚
浩
／
立
命
館
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
副
研
究
科
長
）

●
主
幹
就
任
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
強
コ
ン
ビ
で
住
職
と
と
も
に
関
西
の

市
民
文
化
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
太
郎
）

●
山
口
様
の
新
た
な
天
地
で
の
ご
活
躍
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
で
の

精
力
的
な
試
み
の
成
果
が
楽
し
み
で
す
。（
富
野
暉
一
郎
／
龍
谷
大
学
法
学
部
教
授
）

●
秋
田
さ
ん
、
よ
き
方
に
巡
り
合
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
お
互
い
忙
し
く
な

っ
た
け
ど
（
今
ま
で
も
か
…
）、
前
向
き
に
生
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
服
部
隆
志
／
ア
ー
ユ
ス
関
西
事
務
局
長
）

●
應
典
院
を
拠
点
に
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
を
発
信
し
続
け
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
、心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
古
山
喜
章
／
シ
ネ
コ
ミ
倶
楽
部
代
表
）

●
地
域
と
人
々
を
つ
な
ぐ
接
点
と
し
て
の
お
寺
、
人
々
の
社
会
へ
の
参
加
の
機
会
を
作

る
お
寺
の
あ
る
べ
き
姿
を
創
造
で
き
る
山
口
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
の
お
仕
事
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。　
（
松
浦
さ
と
子
／
龍
谷
大
学
経
営
学
部
助
教
授
）

●
自
ら
の
最
後
の
職
場
と
考
え
、
御
寺
の
発
展
に
尽
し
て
下
さ
い
。
健
闘
を
期
待

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
島
朋
三
／
学
校
法
人
立
命
館
総
務
部
長
）

●
新
緑
の
風
と
共
に
應
典
院
に
も
期
待
の
風
が
舞
い
込
み
、
一
劇
団
の
主
宰
と
し

て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。
関
西
演
劇
界
の
の
中
心
の
一
つ
と
な
る
よ
う
な

「
場
」
を
共
に
盛
り
上
げ
て
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
内
直
哉
／
隕
石
少
年
ト
ー
ス
タ
ー
）

○主幹交代式にあたり、ご欠席の方々からも温かいお言葉を頂戴いたしました。ありがとうございました。
　ここに一部ではありますが、ご紹介させていただきます。（順不同・敬称略）

○
先
代
主
幹
よ
り

　

應
典
院
10
年
を
来
年
に
控
え
、
最
大

の
転
機
が
、
こ
の
た
び
の
主
幹
交
代
だ

と
思
い
ま
す
。

　

主
幹
と
い
う
の
は
、
こ
の
異
貌
の
寺

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
ま
た
代

名
詞
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
都
市
の
創
造
拠
点
と
し
て
出
会
っ

て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
人
材
や
で
き
ご

と
、
関
係
を
結
び
、
重
ね
、
育
む
「
時

代
の
編
集
者
」
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
主
幹
の
力
に
よ
っ
て
、
應
典
院

が
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
一
気
に
駆
け

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
傾
注
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
師
匠
と
し
て
山
口
さ
ん
に
「
仏

教
」を
伝
え
る
こ
と
。
学
問
と
い
う
よ
り
、

現
場
と
し
て
仏
教
を
ど
う
と
ら
え
、
ど

う
生
き
る
か
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
僧
侶
Ａ
と
Ｂ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
っ
て
、
師

弟
ふ
た
り
で
向
き
合
う
最
大
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
の
か
も
。　
（
秋
田 

光
彦
）

△対談には学びの師、渥美公秀先生（大阪大学）が。
　仏の道の師、秋田光彦住職との間に新主幹が挟まれる。

△対談の後、住職より應典院の全スタッフが紹介。
　小僧インターンも含めて総勢7名が全員集合。

△交流会は上町台地界隈のネットワーキングの場に。
　「結」の「cafe ca bar」の長谷川泰子さんがプロデュース。

△祝詞朗読で幕を開けた主幹交代報告式では3名の祝辞。
　それぞれに期待のことばが寄せられた。

△実家より参加された両親の驚きは「ここがお寺？」
　門出を祝っていただいた皆さんにお礼のことばが。

△一般的な僧侶Aに対し三宝を敬う生き方としての僧侶B。
　最後は新旧主幹が次の10年に向けての決意表明。
　



18

コミュニティシネマの意味・意義

19 Salut vol.49  2006.August

コミュニティシネマの意味・意義

i n t e r v i e w
  ▼

山
崎 

茂
樹
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

  

芸
術
文
化
都
市
・
大
阪
へ
の
挑
戦

●
ア
ー
ト
の
育
成
と
創
造
発
信

│
ま
ず
は
大
阪
市
の
文
化
振
興
全
般
に
つ
い

て
、
と
く
に
先
端
的
な
ア
ー
ト
を
行
政
が
扱
う
こ

と
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
崎
：
芸
術
の
分
野
は
ま
ず
と
て
も
幅
広
く
多
様
性

に
富
ん
で
い
ま
す
。
行
政
の
立
場
か
ら
は
、
そ
れ
が

正
し
い
正
し
く
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
公
序
良

俗
に
反
し
な
い
限
り
高
い
低
い
の
違
い
だ
け
で
、
す
べ

て
の
芸
術
に
公
共
性
が
あ
る
と
私
は
と
ら
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
す
る
場
合
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
は
有
形
、
無
形

を
含
む
大
阪
の
潜
在
的
な
芸
術
的
価
値
を
顕
在
化
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
最
も
効
果
的
な
芸
術
の
分
野
は
何
か
と
考
え
る
と
、

創
造
性
の
高
い
先
端
的
な
芸
術
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
今
、
一
番
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│
創
造
性
が
あ
っ
て
も
あ
ま
り
に
先
端
的
だ
と

市
民
が
受
け
入
れ
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

●
人
材
育
成
と
し
て
の
CC

山
崎
：
CC
セ
ン
タ
ー
大
阪
も
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
代

表
の
景
山
理
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
生

ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
２
０
０
３
年
に
全
国

に
先
駆
け
て
、
CC
宣
言
し
た
も
の
の
そ
の
後
動
き

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
次
へ
向
け
て
準

備
期
間
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
CC
セ
ン
タ
ー
大
阪

は
単
な
る
上
映
運
動
だ
け
で
は
な
く
て
、
映
画
に

関
す
る
人
材
育
成
を
視
野
に
い
れ
た
事
業
体
と
し

て
、
来
年
度
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
母
体
が
今
年
４
月
に
発
足
し
た

実
行
委
員
会
と
な
り
ま
す
。

山
崎
：
だ
か
ら
５
年
前
か
ら
実
施
し
た
「
現
代
芸
術
祭
」

な
ど
は
、
先
端
的
な
ア
ー
ト
の
分
野
と
一
般
に
と
っ
つ

き
や
す
い
ア
ー
ト
の
分
野
の
両
面
を
組
み
合
わ
せ
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
元
に
な
る
「
芸
術
文
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
提
言
に
は
3
つ
の
視
点
、
１
．

芸
術
家
、
２
．
市
民
、
３
．
創
造
性
、
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
で
地
道
に
活
動
す
る
芸
術
家
を
世
に
送
り
出
し

(1)
、
ア
ー
ト
を
理
解
し
評
価
で
き
る
市
民
の
育
成
と
そ

う
し
た
能
力
を
既
に
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
需
要
に
こ

た
え
る
こ
と
(2)
、
ア
ー
ト
の
創
造
発
信
(3)
で
す
。

│
と
く
に
(3)
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
先
駆
的
な

取
り
組
み
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
。

山
崎
：
よ
そ
か
ら
有
名
な
芸
術
家
を
招
聘
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
て
、
ま
ず
大
阪
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
築
港
の
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
を
は
じ
め
と
す
る
、
既
存
の
建
物
を
利
用
し
た
拠

点
づ
く
り
は
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め

に
必
要
で
し
た
。
行
政
側
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
の
ア
ー
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
高
め
な
が
ら
事
業
を
組
み
立
て
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
生
ま
れ
た
１
つ
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
（
以
下
CC
）
が
あ
っ
た
訳
で
す
。

│
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
後
の
行
政
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

山
崎
：
行
政
と
し
て
は
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
導
で
す
。
先
端

的
な
芸
術
を
扱
う
と
か
今
後
の
継
続
性
を
考
慮
す
る

な
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
単
独
で
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。
人
事
異
動
が
多
い
行
政
の
場
合
、
現
場
の
実
態

を
つ
か
む
の
に
時
間
が
か
か
り
、
現
場
が
混
乱
す
る
要

因
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
自
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
行

政
が
信
頼
し
て
任
す
と
い
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

│
演
劇
に
お
い
て
は
芸
術
創
造
館
、
精
華
小
劇
場

な
ど
の
拠
点
整
備
や
そ
れ
ら
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
底
上
げ
の
効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
映
画
は
映
画
館
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
辺
は
ど
う
で
す
か
。

山
崎
：
そ
う
で
す
ね
。
上
映
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
か
ら
、
上
映
作
品
の
内
容
の
選
定
と
人
材
育
成

が
重
要
で
す
。

│
映
画
を
通
し
て
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
大

切
な
点
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎
：
人
材
の
育
成
で
は
、
私
は
行
政
側
の
予
算
的
な

措
置
も
必
要
で
す
が
、
よ
り
大
切
な
の
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
姿
勢
や
励
ま
し
で
あ
っ
て
、
行
政
側
は
専
門

家
を
信
頼
し
、
あ
ま
り
口
出
し
を
し
な
い
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
普
段
か
ら
、
交
流

し
理
解
し
あ
え
る
環
境
作
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

│
そ
の
中
に
は
新
た
な
映
画
製
作
も
視
野
に
入

っ
て
い
ま
す
か
。

山
崎
：
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
、
行
政
側
は

製
作
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
CC
は
上
映
に
力
を
入
れ

て
い
る
状
態
で
す
。
行
政
側
の
支
援
が
上
映
と
製
作

の
窓
口
が
別
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
も
っ
と
一
体

的
な
協
力
体
制
を
整
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
連
携
の
た
め
に
も
CC
セ
ン
タ
ー
大
阪
が
調
整
役
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
映
画
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の

だ
け
に
傾
く
の
で
は
な
い
形
で
、
ア
ー
ト
が
市
民
の

生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

市
民
が
関
わ
り
参
加
し
て
い
か
な
い
と
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
せ
ん
。 

│
映
像
の
受
け
手
・
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
市
民

が
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
送
り
手
側
に
立
て
れ
ば
い
い
で

す
ね
。
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
は
相
当
に
革

新
的
で
、
映
画
館
の
概
念
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

山
崎
：
そ
う
で
す
ね
。
鑑
賞
だ
け
で
は
だ
め
で
、
市
民
の

交
流
、
参
加
が
あ
っ
て
感
性
が
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

映画と市民社会の出会い
～コミュニティシネマの可能性～
　豊かな映画映像環境を育むため、官民が一体となって取り組む非商業的な上映活動である
「コミュニティシネマ」。それは映画を興行や娯楽ではなく、市民を育て、地域を創造するメ
ディアとして捉えるものです。大阪では2003年9月に、より豊かな映像環境に向けて積極
的に取り組むアピール「大阪宣言」が全国に発せられ、(財 )大阪都市協会内に「コミュニテ
ィシネマセンター大阪」事務局が発足しています（2006年4月より「コミュニティシネマ
大阪実行委員会」として活動）。コミュニティシネマのこれまでとこれからについて、事務局
を置く(財 )大阪都市協会文化事業担当本部長の山崎茂樹さん、シネ・ヌーヴォをはじめ関西
の映画文化を引っ張ってこられた景山理さん、お二人に秋田光彦がお聞きしました。

山崎茂樹さん［財団法人大阪都市協会 理事兼文化事業担当
本部長］1965年より大阪市役所に勤務。1988年市民局文
化振興課に配属、以降文化振興に携わる。生活文化部主幹（文
化施設担当）、文化振興課長を経て、2003年4月より現職。
文化事業全般の総括及び管理を行っている。また、大阪市の
文化振興のための「芸術文化アクションプラン」などの提言
や計画にも深く関与している。
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創
造
都
市
戦
略
が
い
う
よ
う
に
、
市
民
の
意
識
を
変
え
る

の
に
有
効
な
の
が
ア
ー
ト
の
特
性
だ
と
思
い
ま
す
。

│
80
年
代
に
私
が
若
い
頃
に
関
わ
っ
た
雑
誌
「
ぴ

あ
」
の
自
主
映
画
運
動
と
は
明
ら
か
に
違
い
ま
す
。

当
時
は
都
市
政
策
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
は
持

ち
え
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
大
阪
芸
術
大
学
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
門
学
校
が
一
流
の
監
督
を
輩
出
し

て
お
り
、
大
阪
は
映
像
都
市
つ
ま
り
、
創
造
都
市
と

い
う
絵
を
描
き
や
す
い
素
地
が
あ
っ
て
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
。そ
し
て
シ
ネ
ヌ
ー
ヴ
ォ
、第
七
藝
術
劇
場
、

プ
ラ
ネ
ッ
ト
＋
１
な
ど
、
周
辺
に
は
多
様
な
上
映
現

場
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
像
の
中
で
CC

を
論
じ
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
。

山
崎
：
そ
の
よ
う
な
も
の
を
潜
在
的
芸
術
価
値
、
固

有
の
芸
術
価
値
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
阪
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ー
ト

分
野
を
超
え
て
、
福
祉
や
教
育
、
環
境
な
ど
幅
広
い

分
野
で
ア
ー
ト
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

│
應
典
院
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

山
崎
：
こ
の
た
び
大
阪
市
と
財
団
法
人
大
阪
都
市
協

会
（
以
下
、
都
市
協
会
）
の
公
募
し
た
芸
術
系
Ｎ
Ｐ

Ｏ
支
援
・
育
成
事
業
受
託
※
で
、
應
典
院
寺
町
倶
楽

部
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
築
港
の
ｐ
ｉ
ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

の
活
動
は
あ
る
実
験
で
す
。
現
場
に
実
際
に
出
て
、

地
域
と
ア
ー
ト
の
新
し
い
関
係
を
構
築
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
画
と
か
演
劇
と
い
う
特

定
ジ
ャ
ン
ル
で
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
教
育
や

福
祉
の
現
場
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
ア
ー
ト
が
ど
の

よ
う
な
力
を
発
揮
す
る
の
か
、
そ
れ
を
実
証
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。│

映
画
に
限
ら
ず
、
ア
ー
ト
は
地
域
や
社
会
の

た
め
に
あ
る
べ
き
で
す
。
外
に
目
を
向
け
始
め
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ど
う
社
会
の
な
か
に
結
び
つ
け

る
の
か
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
✑

大
塚 

郁
子
）

  ▼
景
山 

理
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

  

多
様
な
主
体
が
協
創
す
る
映
画
文
化

│
来
年
、
CC
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
立
ち
上
が

る
と
伺
い
ま
し
た
。

景
山
：
は
い
。
こ
れ
ま
で
CC
セ
ン
タ
ー
大
阪
の
事
務

局
を
置
い
て
き
た
都
市
協
会
が
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
、
設
立
し
ま
す
。
実
は
3
年
前
に
CC
セ
ン
タ
ー
を

検
討
す
る
際
、
既
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
運
営
も
視
野
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
織
を
つ
く
る
と
き

に
は
、
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
枠
組

み
を
選
択
す
る
の
が
最
適
で
す
。
例
え
ば
国
立
近
代

美
術
館
東
京
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
声
を
か
け
て
国

家
財
産
を
借
り
る
と
き
、
都
市
協
会
の
よ
う
な
公
的

な
団
体
で
は
借
り
や
す
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

都
市
協
会
に
事
務
局
を
置
い
て
、
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
か
ら
、
映
画
を
制
作
す
る
人
間
に
対
し
て

ス
タ
ジ
オ
や
編
集
室
な
ど
、
そ
し
て
そ
れ
を
観
る
場
、

そ
う
し
た
映
像
文
化
セ
ン
タ
ー
が
欲
し
い
と
い
う
の

が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
が
、
充
分
に
で
き
た
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。

シネ・ヌーヴォ

（大阪市西区九条 1-20-24）

http://www.cinenouveau.com

　大阪 CC 事情 の 8月 19日には、さらに「シネ・ヌーヴォＸ」

なるものが新設されるとのこと。「未知なるもの

＝Ｘ」とは何か？シネ・ヌーヴォ支配人の奥三紀

さんに「シネ・ヌーヴォＸ」新設の経緯と今後の

展開を伺ってみた。

　手にしたチラシのラインナップには、アート、

音楽、思想などを中心に、よりアングラなものを

対象とした作品群が並んでいる。が、従来と何よ

りも違うのは、全てがデジタル作品であるという

こと、つまり「シネ・ヌーヴォＸ」はデジタル素

材専門の上映館というわけだ。近年のデジタル作

品の急激な増加により、その受け皿としてのデジ

タル専門館なるものが、東京では２、３年前より

登場しはじめている。大阪でもそろそろ…との空

気に、デジタル上映の先駆でもある東京の配給会

社「アップリンク」の後押しも手伝って、新設に

踏み切られたとのこと。今後さらに輩出されてい

く優れた作品たちが、東京一極のまま、地方にと

りこぼされていくことへの危惧もあった。現状の

映画館環境では受ける余地もなく、その打開策と

してヌーヴォが始動されたのは、非常に嬉しいニ

ュースである。

　また、これまでのトークショーや合評会、原一

男シネマ塾といった観客との対話・作業の部分に

おいても、さらに特化した独自のワークショップ

が計画されているとのこと。 未知なる可能性を秘

めた「Ｘ」の展開は、決して一方向のものではなく、

新たな客層をとりこんでのさらなる試行錯誤が計

られるであろう。

（✑ 橋本 鏡子／石井聰亙初期作品上映会実行委員）

　

個
人
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作
る
の
が
ベ
ス
ト
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
文
化
活
動
で
は
、
む
し
ろ
民
間
と
行

政
が
一
緒
に
動
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
眠
っ
た
資

源
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
大
阪
に

お
け
る
映
画
に
関
す
る
民
間
の
活
力
と
し
て
、
シ
ネ
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
に
よ
る
上
映
活
動
を
よ
く
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
重
要
な
の
は
プ
ラ
ネ
ッ
ト
映
画
資
料

図
書
館
の
安
井
喜
雄
さ
ん
が
収
集
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム

ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
で
「
シ
ネ
マ
テ
イ
ク
」
設
立
に
携
わ
っ
た
ア
ン
リ
・

ラ
ン
グ
ロ
ワ
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら
、
間
違
い
な

く
安
井
さ
ん
は
日
本
の
ラ
ン
グ
ロ
ワ
で
す
。
そ
う
し

て
収
集
さ
れ
た
個
人
的
な
資
源
が
活
用
さ
れ
る
に
は
、

所
有
権
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
な
が
ら
も
、
使
用
権
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
、
例
え
ば
CC
セ
ン
タ
ー

が
そ
れ
を
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
ら
れ
る
活
動
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

│
最
初
は
自
立
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
も
構
想
し

つ
つ
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
行
政
と

協
働
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
も
の
の
、
今
回
活
動
を

通
じ
て
新
た
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
理
念
に
対
し
て
活
動
が
退
行
し
た
と
お

考
え
で
す
か
？

　個性的な国内外の作品から、アート、ドキュメ

ンタリー、あるいは日本映画の特集など、ここで

しか上映されない作品が列挙するミニシアター

「シネ・ヌーヴォ」も、西区九条という下町の中

で来年 10年目を迎える。いわゆる商業路線では

ない作品群を多様に発信されてきたわけだが、こ

※【芸術系NPO支援・育成事業】

大阪市が「芸術家や芸術系NPO
を支援・育成することのできる
優れた団体をその手法も含めて
募集」した事業。応募5団体の
中から、2006年度、特定非営
利活動法人大阪アーツアポリア
とともに應典院寺町倶楽部が選
出された。今後、應典院寺町倶
楽部では築港のpiaNPOにも活
動拠点を設け、各種相談、情報
提供、人材育成、研究会ならび
に発表会や交流会等に取り組む。
医療、福祉、教育、環境等、広
範な分野からアートに接近する。
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景
山
：
い
い
え
、
そ
う
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
映
画

文
化
を
活
性
化
す
る
に
は
日
常
的
な
動
き
だ
け
で
は

な
く
、
お
祭
り
も
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
上
映
活
動

に
加
え
て
良
質
な
観
客
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

文
化
を
育
て
る
に
は
観
客
、
つ
ま
り
受
け
手
の
存
在

が
必
須
だ
か
ら
で
す
。
CC
と
い
う
活
動
も
、
ま
さ
に

そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
文
化
庁
に
よ
る

支
援
で
も
製
作
支
援
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
上
映

支
援
は
弱
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
確
か
に
、
エ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
年
間
で
上
映
さ
れ
て
い
る
上
映
作
品
数
を
東

京
を
100
と
す
る
な
ら
、
大
阪
は
80
で
、
都
市
に
よ
っ

て
は
5
と
い
う
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

全
国
的
に
見
れ
ば
CC
活
動
の
第
一
歩
は
、
こ
の
地

域
間
格
差
を
も
と
に
、
ま
ず
は
上
映
環
境
を
支
援
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
大
阪
で
は
こ

の
間
、
ア
ジ
ア
ン
ビ
ー
ト
、
大
阪
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
祭
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
、
行
政
支
援
の
映

画
祭
や
若
手
支
援
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

力
を
一
つ
に
ま
と
め
た
映
画
祭
が
で
き
な
い
か
と
思

っ
て
、昨
年
か
ら
「
お
お
さ
か
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
い
う
、
大
阪
映
画
祭
を
復
活
さ
せ
る
動
き
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
CC
セ
ン
タ
ー
大
阪
の
成
果
で

す
。
来
年
立
ち
上
が
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
、
大
阪
の
映
画
・

映
像
関
係
の
活
発
な
動
き
を
も
と
に
、
日
常
の
上
映

だ
け
で
な
く
、
お
祭
り
の
部
分
も
、
さ
ら
に
は
フ
ィ

ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
の
設
立
な
ど
、
う
ま
く
現
状
が
重

な
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
東
京
と
比
べ
れ
ば
8
割
と
は
い
え
全
国
的
に
見

れ
ば
公
開
本
数
が
多
い
大
阪
が
、
独
自
の
映
画
文
化
を

創
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

景
山
：
地
域
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
作
品
の
上
映
環
境

と
、
育
成
し
た
人
材
が
地
域
の
な
か
で
活
動
で
き
る
場

を
整
備
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
京
阪
神
で

は
東
京
に
比
べ
て
も
芸
術
系
大
学
が
多
数
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
学
を
卒
業
し
て
も
、
大
阪
で
は
な
か
な
か

仕
事
が
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
結
局
、
大
阪
で
は
な

か
な
か
仕
事
が
な
い
の
で
、
結
果
と
し
て
人
材
が
東
京

に
集
ま
り
、
大
阪
で
何
か
を
す
る
と
き
に
も
東
京
か
ら

呼
ん
で
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
が
集
ま
る
場
所
と

し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
映
画
フ
ァ
ン
の
方
々
を
対
象
に
数
多
く
上

映
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
じ
っ
く

り
上
映
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
加
え
て
、
ス

ポ
ン
サ
ー
の
な
い
映
画
館
は
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
な
か

で
も
希
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
意
見
を
伺
う
こ
と
な

く
、
自
由
に
上
映
で
き
る
環
境
を
生
み
出
し
て
、
多

様
な
作
品
を
上
映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

結
局
、
文
化
は
人
が
生
み
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、

組
織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
役
所
と
い
う
の
は
極

め
て
文
化
に
対
し
て
冷
た
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

財
政
が
厳
し
い
と
き
に
ま
ず
切
ら
れ
る
の
は
、
面
倒
く
さ

く
、
手
間
も
か
か
る
の
も
あ
っ
て
文
化
に
な
り
が
ち
で
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
現
場
が
果
た
せ
る
役
割
は
何
か
を
考
え

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。
は
っ
き
り

言
え
ば
、
3
年
周
期
で
担
当
者
が
変
わ
る
と
、
両
者
が
つ

く
っ
て
き
た
関
係
が
壊
れ
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
担
当
者
に
「
昔
の
こ
と
な
ど
関

係
な
い
」
と
言
わ
れ
、
急
に
現
場
に
出
て
く
る
力
関
係
は

し
ん
ど
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
映
画
館
と
作

家
が
と
も
に
考
え
て
、
観
客
に
作
品
を
惹
き
付
け
て
い
く
、

そ
う
し
た
CC
の
実
践
に
多
様
な
主
体
と
と
も
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
應
典
院
は
映
画
館
で
は
な
く
、
一
般
に
「
オ

フ
シ
ア
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
場
に
何
か
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

景
山
：
講
座
や
講
演
な
ど
を
絡
め
な
が
ら
上
映
を
続
け

て
い
る
應
典
院
の
取
り
組
み
は
立
派
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
映
画
の
結
論
は
あ
く
ま
で
一
つ
で
は
な
く
、

作
品
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
映
画
は
切
り

口
を
変
え
る
こ
と
で
全
く
違
う
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す

か
ら
、
た
だ
見
せ
る
だ
け
の
上
映
会
に
終
え
な
い
應
典

院
の
取
り
組
み
は
と
て
も
大
切
で
す
。
都
市
協
会
で
行

っ
て
き
た
「
CC
講
座
」
も
映
画
の
製
作
者
の
思
い
を
引

き
出
す
も
の
で
し
た
か
ら
、
今
後
、
都
市
協
会
が
解
散

し
た
後
に
は
そ
れ
ら
の
講
座
を
應
典
院
で
開
催
す
る
、

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
後
の

益
々
の
拡
が
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

│
光
栄
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
✑

山
口 

洋
典
）

PLANET Studyo +1

（大阪市北区中崎 2丁目 3-12 パイロットビル2F）

http://u-go.to/planet1

　大阪 CC 事情 80 年代に通い、現在はその代表である富岡邦彦

さんに、プラネットの役割と今後の展望を尋ねた。

　当初、良質の作品を求めて各所で盛んに行われて

いた自主上映の動きも、80年代半ばから興るミニ

シアターがその役割を担うようになった。が、ミニ

シアターブームによって、だんだんと興業ベース重

視の路線へと流れ、作品は商品化されていく傾向に

陥った。このままでは観客の目が低下していくとの

危惧を強く感じた富岡さんは、休館していたプラネ

ットを東梅田に再開させた。1995年のことである。

そこでは、国内外の多数のフィルムを有するプラネ

ット映画資料図書館を元に、映像史的に重要な作品

を網羅できる定期的上映会を行う。映画を観ていな

ければ映画を理解できない、面白さがわからない、

面白いものを創ることはできない、そんな観客を育

てるというスタンスは今も変わっていない。

　この姿勢に呼応してやってきた若者達の中か

ら、今やメジャーとして活躍著しい熊切和嘉監督

や山下敦弘監督などの実力ある創り手たちが生ま

れ、彼らの自主制作活動から上映に至るまでの指

　今や関西のインディペンデント映画の制作・

上映においては外せない拠点である PLANET 

studyo ＋ 1（以下プラネット）であるが、プラネ

ットの前身の歴史は７０年代よりと古い。当時は

まだ日本で上映されていなかった国内外の優れた

作品を、自主上映的にかけていたプラネットに、

導・支援も精力的に行っている。国内外の配給、

映画祭出品、CO2※開催などを経て、より実践的

なワークショップも現在展開中である。今年４月

より場所も中崎町に移り、１階にはステキなカフ

ェも併設され、ますます若人達が熱く集い発信す

る場として、活発な動きをみせてくれそうだ。

※CO2（シネアスト・オーガニゼーション・大阪エキシビション）
大阪市映像文化振興事業。若き映画作家（シネアスト）への制作・上映
支援を通じて、大阪が未来の映画の可能性を切り開く拠点となることを
目指して展開するプロジェクト。

（✑ 橋本 鏡子／石井聰亙初期作品上映会実行委員）

景山理さん［シネ・ヌーヴォ代表］ 1974年より、自主上映
グループ「シネマ・ダール」を主宰。 1984年に、月刊・映
画専門誌「映画新聞」を創刊。 97年1月市民からの出資を
得て「シネ・ヌーボ」をオープン。 99年10月には、宝塚市
の日本初の公設民営映画館「シネ・ピピア」の支配人に就任。 
2003年の「映画上映ネットワーク会議 in大阪」をはじめ大
阪のCC事業に精力的に関わる。
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連
載　

應
典
院
解
題　

２　
　
﹇
今
回
の
理
論
的
観
点
：
政
策
科
学
研
究
﹈

應
典
院
と
新
し
い
公
共
文
化
政
策

　
松
本 

茂
章
（
県
立
高
知
女
子
大
学
・
文
化
学
部
教
授
）

 

１
、
文
化
政
策
研
究
の
現
状

　

２
０
０
６
年
春
は
、
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
人
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
節

目
と
な
っ
た
。
3
月
31
日
付
で
25
年
間
務
め
た
全
国
紙
を
退
職
し
、
4
月

1
日
付
で
県
立
高
知
女
子
大
学
・
文
化
学
部
の
教
員
と
し
て
南
国
・
土
佐

に
赴
任
し
た
か
ら
だ
。
高
知
城
天
守
閣
を
見
通
せ
る
自
室
に
は
「
文
化
政

策
学
研
究
室
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
、
授
業
で
は
文
化
政

策
論
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
論
を
担
当
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
政
策
科
学

を
学
び
、
文
化
政
策
担
当
の
大
学
教
員
に
転
じ
た
筆
者
に
と
っ
て
應
典
院

の
魅
力
や
今
後
の
課
題
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
つ

づ
る
こ
と
に
す
る
。

　
文
化
政
策
学
と
い
う
言
葉
は
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

後
藤
和
子
は
「
元
よ
り
政
策
学
は
、
経
済
学
・
法
学
・
政
治
学
な
ど
い
く

つ
も
の
学
問
を
統
合
し
た
領
域
で
あ
り
、
中
で
も
文
化
政
策
学
の
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
加
え
社
会
学
や
文
化
自
体
を
分
析
す
る
人
文
科
学
の
考
え

方
を
も
含
め
た
、
き
わ
め
て
学
際
性
の
高
い
領
域
で
あ
る
（
注
1
） 

」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
21
世
紀
初
頭
、
文
化
政
策
関
係
の
研
究
書
が
い
く
つ
も
社
会

に
届
け
ら
れ
た
。
２
０
０
１
年
に
は
中
川
幾
郎
『
分
権
時
代
の
自
治
体
文

化
政
策 
ハ
コ
モ
ノ
行
政
か
ら
総
合
政
策
評
価
に
向
け
て
』（
勁
草
書
房
、

2001

）
や
後
藤
和
子
編
著
『
文
化
政
策
学 

法・経
済・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
有

斐
閣
、2001
）
が
出
版
さ
れ
て
話
題
を
集
め
、
根
木
昭
『
日
本
の
文
化
政

策 

「
文
化
政
策
学
」
の
構
築
に
向
け
て
』（
勁
草
書
房
、2001

）
も
出
た
。

わ
が
国
初
め
て
の
文
化
政
策
学
部
が
静
岡
文
化
芸
術
大
学
に
設
立
さ
れ
た

際
に
は
、
同
学
部
の
教
員
ら
が
中
心
と
な
り
、
上
野
征
洋
編
『
文
化
政
策

を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界
思
想
社
、2002

）
が
出
版
さ
れ
た
。

　
か
つ
て
は
「
文
化
行
政
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
い
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
で
は
「
自
治
体
文
化
政
策
」
と
の
違
い
は
何
な
の
か
│
。
中
川
幾
郎
（
帝

塚
山
大
学
）
に
よ
る
と
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
従
来
の
思
考
お
よ
び
施
策

展
開
」
を
指
し
、
後
者
に
対
し
て
は
、
自
治
体
政
府
と
し
て
の
「
主
体
的

か
つ
戦
略
的
な
政
策
思
考
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
施
策
展
開
」
で
あ
る
と
い

う
（
注
2
） 

。
つ
ま
り
、
戦
略
性
の
な
い
前
例
踏
襲
の
文
化
行
政
と
、
都
市

戦
略
と
し
て
の
文
化
政
策
と
の
対
比
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
１
９
９
８
年
に
は
国
際
文
化
政
策
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
後
藤
和
子
（
埼

玉
大
学
）
に
よ
れ
ば
、
第
1
回
大
会
（
ノ
ル
ウ
エ
ー
・
ベ
ル
ゲ
ン
）
で
の
報

告
は
、①
芸
術
政
策
、芸
術
家
政
策
、芸
術
界
②
文
化
政
策
と
社
会
政
策
、「
手

段
と
し
て
の
」
文
化
政
策
③
文
化
と
経
済
④
文
化
政
策
の
国
際
比
較
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
⑤
多
文
化
社
会
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
と
い
う
5
つ
に
大

別
さ
れ
た
、
と
い
う
（
注
3
） 

。
わ
が
国
で
も
、
２
０
０
６
年
6
月
、
文
化

政
策
研
究
会
／
文
化
政
策
学
会
準
備
会
（
事
務
局
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
文

化
政
策
学
部
）
が
発
足
。
筆
者
も
運
営
委
員
（
15
人
）
の
1
人
に
加
わ
っ
た
。

第
1
回
研
究
大
会
は
06
年
12
月
2
〜
4
日
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
る
。
近
い
将
来
の
学
会
発
足
に
向
け
て
、
文
化
政
策
研
究
の
重
要

性
を
社
会
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
心
に
誓
っ
て
い
る
。

 

２
、
官
民
協
働
と
新
し
い
「
公
共
」

　
文
化
政
策
研
究
は
、
中
央
政
府
（
た
と
え
ば
文
化
庁
）
の
分
析
、
自
治
体

行
政
の
あ
り
よ
う
、
創
造
都
市
に
注
目
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
、
文
化
経
済
の
視

点
な
ど
、
実
に
多
彩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
先
駆
者
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
の
場
合
は
、
芸
術
創
造
拠
点
に
お
け
る
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
、
京
都
市
が
２
０
０
０
年
4
月
に
開
設
し

た
芸
術
創
造
拠
点
・
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
官
民
協
働
の
運
営
シ
ス

テ
ム
や
自
治
体
文
化
政
策
の
形
成
過
程
に
注
目
し
、
そ
の
研
究
成
果
は
拙
著

『
芸
術
創
造
拠
点
と
自
治
体
文
化
政
策 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
試
み
』（
水
曜

社
、2006

）
と
し
て
出
版
し
た
。
訴
え
た
か
っ
た
の
は
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
文
化
施
設
に
導
入
す
る
こ
と
の
大
き
な
意
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
化
施
設
を
舞
台
に
し
た
官
民
協
働
の
試
み
は
、
21
世
紀
の
市
民
社
会
構
築

へ
の
足
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
問
い
か
け
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
今
、
政
府
の
体
系
（
ガ
バ
メ
ン
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
）
が
大
き
く

変
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
な
ら
ば
、
政
府
が
民
間
を
統
治

す
る
形
（
い
わ
ゆ
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
」）
に
疑
問
を
抱
く
ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
近
年
に
な
っ
て
、
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
政
府
が
独
占
す
る
の
で

は
な
く
、
民
間
も
担
う
の
だ
と
の
考
え
方
が
急
速
に
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ

う
し
た
概
念
を
新
た
に
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
。
新
川
達
郎
（
同
志
社
大
学
）

は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
「
地
域
経
営
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な

統
治
形
態
、
秩
序
形
成
、
地
域
形
成
の
様
式
で
あ
り
、
地
域
を
（
行
政
や
住
民
、
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民
間
事
業
者
が
）
共
に
協
力
し
て
治
め
る
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
共
治
、
協
治

と
さ
れ
る（
注
4
） 」と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、真
山
達
志（
同
志
社
大
学
）は「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」に
つ
い
て「
公
共
空
間
の
協
働
管
理（
注
5
） 」と
位
置
づ
け
て
い
る
。

で
は
、
公
共
空
間
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
│
。

　
今
村
都
南
雄
（
中
央
大
学
）
は
、「
政
府
体
系
の
再
編
は
公
共
空
間
の
再
編

を
伴
う
（
注
6
） 

」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、「
こ
こ
で
い
う
『
公
共
空
間
』
に

は
、
∧
国
家
的
公
共
性
∨
や
∧
行
政
的
公
共
性
∨
を
担
う
部
門
は
も
と
よ
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
の
民
間
企
業
部
門
も
、
そ
の
限
り
に
お
い

て
含
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
∧
市
場
的
公
共
性
∨
の
概
念
が
該
当
す

る
分
野
も
部
分
的
に
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、

そ
う
し
た
公
共
性
の
内
実
を
い
か
に
∧
市
民
的
公
共
性
∨
の
含
意
に
沿
っ
た

も
の
に
な
し
う
る
か
、そ
れ
が
大
き
な
問
題
で
あ
る（
注
7
） 」と
述
べ
て
い
る
。

　

公
共
性
を
め
ぐ
っ
て
官
と
民
の
役
割
分
担
が
移
り
行
く
時
代
に
入
り
、

芸
術
と
社
会
の
あ
り
よ
う
も
変
化
を
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
の
文
化
政

策
が
最
も
形
に
な
っ
て
現
れ
て
く
る
文
化
施
設
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る

場
合
、
こ
の
場
所
で
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
芸
術
文
化
が
表
現
さ
れ
る

か
、
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
施
設
と
い
う
公
共
空
間
を
ど

れ
だ
け
官
と
民
が
協
働
し
て
管
理
・
運
営
で
き
て
い
る
の
か
、
ど
れ
ほ

ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
的
な
状
況
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
も
、

公
共
政
策
を
進
め
る
う
え
で
は
大
き
な
分
岐
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
が
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
芸
術
創
造
拠
点
（
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
に

注
目
す
る
の
は
、
上
記
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

 

３
、
應
典
院
へ
の
期
待

　

 「
應
典
院
の
特
徴
は
、
と
に
か
く
日
本
で
い
ち
ば
ん
、
若
い
人
た
ち
が
集

ま
る
寺
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
年
間
3
万
人
弱
の
人
た
ち
が
こ
の
寺
に
は
集

ま
る
が
、
そ
の
大
半
が
20
代
の
若
者
た
ち
な
の
だ
（
注
8
） 

」。
應
典
院
を

取
り
上
げ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
に
登
場
し
た
上
田
紀
行
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
確
か
に
應
典
院
を
舞
台
に
、
若
者
文
化
が
日
々
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
若
手
演
劇
人
を
支
援
す
る
事
業
「space

×dram
a

」
が
そ
の

ひ
と
つ
。
2
年
間
に
わ
た
っ
て
若
手
劇
団
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
対
象

は
、
旗
揚
げ
か
ら
5
年
以
内
の
新
進
劇
団
で
あ
る
。
應
典
院
側
は
、
制
作
や
広

報
の
協
力
、
会
場
使
用
料
の
割
引
、
稽
古
場
の
提
供
な
ど
を
行
う
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
を
希
望
し
て
き
た
劇
団
の
う
ち
、
選
考
さ
れ
た
劇
団
は
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
制
作
会
議
に
参
加
し
て
、
劇
場
を
自
主
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
な

る
。
劇
場
の
清
掃
な
ど
も
引
き
受
け
る
。
優
秀
劇
団
は
、
應
典
院
と
の
協
働
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
を
実
施
す
る
。
い
わ
ば
「
運
営
を
と
も
に
行
い
、
劇
場
と
劇

団
の
関
係
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
（
注
9
） 」
で
あ
る
。

　
２
０
０
６
年
度
は
、06
年
6
月
29
日
か
ら
8
月
30
日
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、「
東

京
ガ
ー
ル
」（
２
０
０
４
年
結
成
）、「
劇
団kuskus

」（
２
０
０
３
年
旗
揚
げ
）、

「France_pan

」（
２
０
０
４
年
結
成
）、「
劇
想 

空
飛
ぶ
猫
」（
２
０
０
４
年
結
成
）

の
4
劇
団
が
選
考
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、「
隕
石
少
年
ト
ー
ス
タ
ー
」（
２
０
０

４
年
旗
揚
げ
）
が
２
０
０
５
年
の
優
秀
劇
団
と
し
て
協
働
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演

を
行
い
、「
特
攻
舞
台Baku

│
団
」
が
特
別
招
致
公
演
を
実
施
す
る
。

　

直
径
14
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
7
メ
ー
ト
ル
の
本
堂
（
2
階
）
が
劇
場
と

な
り
、
公
演
と
レ
ジ
デ
ン
ス
劇
団
の
稽
古
等
で
、
1
年
の
う
ち
相
当
の

日
数
が
使
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
06
年
6
月
末
に
應
典
院
を
訪
れ
た
際

に
見
た
劇
団
「
隕
石
少
年
ト
ー
ス
タ
ー
」
の
公
演
で
は
、
会
場
は
ほ
ぼ

満
員
で
、
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
に
笑
い
声
が
あ
が
っ
た
。
観
客
層
は
18
〜

25
歳
で
占
め
ら
れ
、
な
る
ほ
ど
確
か
に
若
か
っ
た
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
な
若
者
が
集
う
文
化
施
設
は
自
治
体
立
で
も
珍
し
い
。
バ
ブ

ル
経
済
の
前
後
に
は
全
国
に
文
化
会
館
や
市
民
ホ
ー
ル
が
数
多
く
建
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
劇
場
に
詳
し
い
清
水
裕
之
（
名
古
屋
大
学
）
に
よ
る
と
「
文
化
会
館

は
基
本
的
に
は
貸
し
館
運
営
に
よ
っ
て
き
た
た
め
、
芸
術
作
品
は
あ
ら
か
じ
め

他
の
場
所
で
創
ら
れ
る
の
が
当
た
り
前
で
、
そ
の
創
造
活
動
は
文
化
会
館
の
活

動
の
範
囲
外
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
暗
黙
に
支
配
し
て
い
る
。
文
化
会
館
は
創

造
活
動
か
ら
は
切
り
放
た
れ
て
い
る
（
注
10
） 

」
の
が
実
情
だ
っ
た
。
創
造
拠
点

に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
そ
こ
で
清
水
は
、
主
な
都
市
に
は
高
い
レ
ベ
ル
の
創
造

活
動
に
よ
り
地
域
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
舞
台
芸
術
創
造
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
劇
場
は
、

地
域
に
お
け
る
定
常
的
な
プ
ロ
の
創
造
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、
そ
こ

を
拠
点
に
活
動
す
る
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
な
創
造
集
団
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
公
的
資
金
の
力
だ
け
で
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

民
間
企
業
や
市
民
か
ら
の
支
援
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
民
間
の
芸
術

創
造
集
団
と
の
連
携
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
あ
っ

た
方
式
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
枠
組
み
を
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
リ
ー

ド
す
る
の
は
国
や
地
方
自
治
体
の
戦
略
的
な
文
化
政
策
で
あ
る
（
注
11
） 」。

　

こ
う
し
た
戦
略
的
な
自
治
体
文
化
政
策
は
、
金
沢
芸
術
村
、
横
浜
・

BankART

（
バ
ン
カ
ー
ト
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
意
欲
的
な
都
市
で
事
例

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
應
典
院
の
地
元
で
あ
る
大
阪
市

の
文
化
行
政
は
揺
ら
い
で
い
る
と
筆
者
に
は
映
る
。
映
像
や
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
現
代
音
楽
、
現
代
詩
な
ど
現
代
的
な
芸
術
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
た
新
世
界
ア
ー
ツ
パ
ー
ク
事
業
は
場
所
の
移
転
が
さ
さ
や
か
れ

る
な
ど
、
大
阪
市
が
支
援
し
て
き
た
芸
術
創
造
拠
点
や
芸
術
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
先

行
き
は
不
安
定
、
不
透
明
で
あ
る
か
ら
だ
。
か
つ
て
大
阪
ガ
ス
が
先
駆
的

な
企
業
メ
セ
ナ
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
扇
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク

エ
ア
（
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）
も
、今
で
は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
治
体
で
あ
れ
、

企
業
で
あ
れ
、
幹
部
の
異
動
に
伴
い
、
そ
の
組
織
の
方
針
は
変
化
し
て
い

く
。
そ
の
な
か
で
應
典
院
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
民
都
・
大
阪
な
ら
で
は
の
も

の
で
あ
る
。
初
代
主
幹
で
今
は
住
職
を
務
め
る
秋
田
光
彦
の
リ
ー
ド
の
も

と
、
一
貫
し
た
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
と

評
価
し
た
い
。
少
し
大
げ
さ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
阪
を
代
表
す

る
戦
略
的
な
地
域
文
化
政
策
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

４
、
今
後
の
課
題

　
順
調
に
推
移
し
て
き
た
應
典
院
だ
が
、
詳
し
く
現
状
を
調
査
し
て
み
る

と
課
題
が
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
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第
一
に
、
後
継
者
の
育
成
問
題
で
あ
る
。
應
典
院
の
取
り
組
み
は
、
親
寺
で

あ
る
大
蓮
寺
住
職
、
秋
田
光
彦
の
強
力
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
進
め
ら
れ
て
き
た

∧
社
会
的
実
験
∨
な
の
だ
が
、
秋
田
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
昨
年
、
秋
田
が
大
病
を
患
う
と
、
恒
例
に
な
っ
て
い
た
秋
の

メ
イ
ン
事
業
「
コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
」
が
中
断
し
て
し
ま
っ
た
の
は
そ
の
ひ
と

つ
の
証
拠
と
い
え
る
。
應
典
院
の
活
動
開
始
か
ら
10
年
近
く
を
経
過
し
た
今
、

後
継
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
２
０
０
６
年
4
月
1
日
付
を
も
っ
て
、
應
典

院
主
幹
が
秋
田
か
ら
山
口
洋
典
に
交
代
し
た
意
味
は
、
こ
の
問
題
を
應
典
院
も

自
覚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
理
念
と
事
業
の
間
に
隙
間
が
あ
る
よ
う
に
映
っ
て
仕
方
が
な

い
。
中
川
幾
郎
に
よ
る
と
、
政
策
の
概
念
を
分
解
し
て
序
列
化
す
れ
ば
、

上
位
か
ら「
理
念（
ビ
ジ
ョ
ン
、使
命
）」、「
政
策（
戦
略
）」、「
施
策（
戦
術
）（
計

画
）」、「
事
務
事
業
（
実
施
遂
行
）」
と
4
段
階
に
分
け
ら
れ
る
（
注
12
） 

。

應
典
院
の
場
合
、最
上
位
の
「
理
念
」
と
最
下
位
の
具
体
的
な
「
事
務
事
業
」

（
催
し
も
の
等
）
は
比
較
的
世
間
の
目
に
触
れ
や
す
い
が
、
そ
の
中
間
に
あ

る
「
政
策
（
戦
略
）」
や
「
施
策
（
戦
術
）」
が
見
え
な
い
、と
筆
者
は
思
う
。

　
秋
田
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
み
て
、
應
典
院
は
相
当
の
理
念
先
行
型
で
あ

る
。
宗
教
家
、
社
会
事
業
家
と
し
て
の
明
確
な
使
命
感
の
も
と
、
熱
い
理
念

が
語
ら
れ
る
。
筆
者
自
身
、
秋
田
に
魅
了
さ
れ
て
應
典
院
に
出
入
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、「space

×dram
a

」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
数

多
く
の
充
実
し
た
事
務
事
業
が
展
開
さ
れ
、
チ
ラ
シ
や
機
関
誌
を
通
じ
て
活

動
の
情
報
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
化
政
策
の
研
究

者
と
し
て
は
、そ
の
中
間
が
見
え
に
く
い
と
感
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
「
戦

略
」
を
立
て
、
ど
ん
な
「
戦
術
」「
計
画
」
を
進
め
て
い
る
の
か
…
…
。

　
第
三
に
、
秋
田
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
の
顔
が
見
え
づ
ら
い
。
ど
ん
な
ス
タ
ッ

フ
が
活
躍
し
、ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
企
画
が
立
て
ら
れ
、事
業
（
催
し
）

に
結
実
す
る
の
か
。
ス
タ
ッ
フ
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で
應
典
院
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
に
人
材
育
成
し
て
い
る
の
か
。
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ウ
エ
ア
こ
そ
が
文
化
施
設
の
充
実
を
左
右
す
る
と
思
う
だ
け
に
（
注

13
） 

、
そ
の
実
態
は
広
く
社
会
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
ほ
か
、
財
政
的
な
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
、
應
典

院
を
め
ぐ
る
研
究
テ
ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
こ

の
劇
場
寺
院
が
新
た
な
社
会
的
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
社
会
の
信
頼
を
よ

り
い
っ
そ
う
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
道
程
を
披
瀝
し
社
会
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

 

５
、
お
わ
り
に

 　
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
し
ろ
、
應
典
院
に
し
ろ
、
注
目
を
集
め
た
ア
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は
、
多
く
の
視
察
者
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
う

ま
く
い
っ
た
結
果
ば
か
り
を
見
て
も
、
実
は
参
考
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
筆
者
は
危
惧
す
る
。
そ
の
都
市
な
ら
で
は
の
実
情
や
特
性
に
応
じ
て
、

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
踏
ま
え
た
政
策
形
成
過
程
が
あ
り
、
そ
の
結
晶
と

し
て
文
化
施
設
が
今
、
存
在
し
て
い
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
筆
者
は
、
應
典
院
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
結

果
と
し
て
ど
ん
な
運
営
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
か
の
か
に
つ
い
て
、

じ
っ
く
り
と
研
究
し
て
み
た
い
。
秋
田
光
彦
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
た

ち
が
應
典
院
の
試
み
に
絡
み
、
助
言
を
し
、
反
発
し
あ
い
な
が
ら
、
意
思
統

一
し
て
い
っ
た
の
か
、を
探
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
こ
そ
、

他
の
地
域
の
人
た
ち
や
自
治
体
職
員
、
ア
ー
ツ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
ら
に
と
っ

て
、
参
考
に
な
る
シ
ー
ズ
（
種
子
）
が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
。

　
中
央
政
府
や
地
方
政
府
(
自
治
体
)
だ
け
が
公
共
文
化
政
策
を
独
占
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
そ
の
実
例
と
し
て
、
應
典
院
に
寄
せ
ら
れ
る
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

【
追
記
】
こ
の
拙
稿
を
出
稿
し
た
あ
と
の
06
年
7
月
27
日
、
大
阪
市
文
化
振

興
課
が
募
集
し
て
い
た
「
芸
術
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
・
育
成
事
業
」
コ
ン
ペ
の

発
表
が
行
わ
れ
、
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
が
ト
ッ
プ
の
評
価
で
選
ば
れ
た
。

06
年
度
か
ら
09
年
度
ま
で
の
4
年
間
に
わ
た
り
事
業
は
行
わ
れ
、
年
間

７００万
円
を
限
度
額
と
し
て
事
業
委
託
さ
れ
る
。
大
阪
市
は
文
化
政
策
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
を
評
価
し
、
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
は

公
共
政
策
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
伴
い
、

應
典
院
に
は
い
っ
そ
う
の
社
会
へ
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

【
注
】

(1)
後
藤
和
子
編
『
文
化
政
策
学　

法
・
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
有
斐
閣
，

２
０
０
１
年
、
250
ペ
ー
ジ
。

(2)
中
川
幾
郎
『
分
権
時
代
の
自
治
体
文
化
戦
略　

ハ
コ
モ
ノ
行
政
か
ら

総
合
政
策
評
価
に
向
け
て
』
勁
草
書
房
、
２
０
０
１
年
、
ⅲ
ペ
ー
ジ
。

(3)
後
藤
、
前
掲
書
、
255
ペ
ー
ジ
。

(4)
新
川
達
郎「
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
見
た
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
２
０
０
５
年
4
月
号
、
21
ペ
ー
ジ
。

(5)
真
山
達
志
『
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
│
「
構
造
改
革
」
は

進
ん
で
い
る
の
か
│
』
学
校
法
人
同
志
社
、２
０
０
４
年
、22
ペ
ー
ジ
。

(6)
今
村
都
南
雄
編
著
『
日
本
の
政
府
体
系　

改
革
の
課
程
と
方
向
』
成

文
堂
、
２
０
０
２
年
、
1
ペ
ー
ジ
。

(7)
今
村
、
同
書
、
5
〜
6
ペ
ー
ジ
。

(8)
上
田
紀
行
『
が
ん
ば
れ
仏
教
！　

お
寺
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
』
日
本

放
送
協
会
、
２
０
０
４
年
、
113
ペ
ー
ジ
。

(9)
應
典
院
作
成
「space

×dram
a06

」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
参
加
劇
団

募
集
要
項
か
ら
。

(10)
清
水
裕
之「
公
共
ホ
ー
ル
の
劇
場
化
を
考
え
る
」森
啓
編
著『
文
化
ホ
ー

ル
が
ま
ち
を
つ
く
る
』
学
陽
書
房
、
１
９
９
１
年
、
87
ペ
ー
ジ
。

(11)
清
水
裕
之
、
菊
池
誠
編
著
『
ア
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
放
送
大
学

教
育
振
興
会
、
２
０
０
６
年
、
312
ペ
ー
ジ
。

(12)
中
川
、
前
掲
書
、
81
ペ
ー
ジ
。

(13)
中
川
は
、
ハ
ー
ド
主
導
の
自
治
体
文
化
行
政
を
憂
い
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ウ
エ
ア
な
く
し
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
ソ
フ
ト
な

く
し
て
ハ
ー
ド
な
し
」
と
断
じ
て
い
る
。
前
掲
書
、
61
ペ
ー
ジ
。

【
引
用
文
献
】

・
今
村
都
南
雄
編
著
『
日
本
の
政
府
体
系 

改
革
の
過
程
と
方
向
』
成
文
堂
、

２
０
０
２
年

・
上
田
紀
行
『
が
ん
ば
れ
仏
教
! 

お
寺
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
』
日
本
放

送
教
会
、
２
０
０
４
年

・
後
藤
和
子
編
著
『
文
化
政
策
学 

法
・
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
有
斐
閣
、

２
０
０
１
年

・
清
水
裕
之
、
菊
池
誠
編
著
『
ア
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
放
送
大
学
教

育
振
興
会
、
２
０
０
６
年

・
中
川
幾
郎
『
分
権
時
代
の
自
治
体
文
化
政
策 

ハ
コ
モ
ノ
行
政
か
ら
総

合
政
策
評
価
に
向
け
て
』
勁
草
書
房
、
２
０
０
１
年

・
新
川
達
郎
「
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
見
た
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）、
２
０
０
５
年
4
月
号

・
松
本
茂
章
『
芸
術
創
造
拠
点
と
自
治
体
文
化
政
策 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー

の
試
み
』
水
曜
社
、
２
０
０
６

・
真
山
達
志
『
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ 

│
「
構
造
改
革
」
は

進
ん
で
い
る
の
か
│
』
学
校
法
人
同
志
社
、
２
０
０
４
年

・
森
啓
編
著
『
文
化
ホ
ー
ル
が
ま
ち
を
つ
く
る
』
学
陽
書
房
、
１
９
９
１
年
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「
ひ
と
」
と
「
場
」
の
交
差
点
…
…

應
典
院
に
つ
き

呼
吸
す
る
お
寺
・
應
典
院
の
、
5
月
〜
7
月
の
活
動
記
録
で
す
。

関
連
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
も
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

應典院につき

７
日
・
小
僧
イ
ン
タ
ー
ン
日
高
主
催
「
ブ
ッ

ダ
カ
フ
ェ
」
開
催
、
テ
ー
マ
は
「
会
社
人

間
と
し
て
働
く
こ
と
」。
石
井
聰
亙
初
期

映
画
上
映
会
舞
台
設
営
担
当
打
合
せ
。

9
日
・
高
野
山
真
言
宗
教
学
部
「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
養
成
講

習
会
」
の
皆
さ
ん
が
来
山
。「
寺
院
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
と
題
し
て
住

職
と
主
幹
が
話
題
提
供
。
夜
に
は
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー
ト
の
コ
コ
ル
ー

ム
に
て
開
催
さ
れ
た
「
こ
と
ば
ち
対

話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
主
幹
が
登
壇
。

12
日
・
高
校
演
劇
祭
に
向
け
、
高
校
生

対
象
に
技
術
伝
達
を
目
的
と
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
。
13
日
ま
で
。

13
日
・
京
都
造
形
芸
術
大
学
「「 

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
特
講
」
に
て
主
幹
が
「
場

所
の
チ
カ
ラ
」
と
題
し
て
講
義
。

15
日
・
第
60
回
い
の
ち
と
出
会
う
会「
再

び
い
の
ち
生
か
さ
れ
て
」
と
題
し
、

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
あ
お
ぞ
ら
主
宰
・
南

吉
一
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
。

19
日
・
第
４
回
ア
ー
ツ
と
仕
事
研
究
会
。

ゲ
ス
ト
は
ア
ト
リ
エ
イ
ン
カ
ー
ブ
の

今
中
博
之
さ
ん

20
日
・
石
井
聰
亙
初
期
映
画
上
映
実
行
委

員
会
開
催
。
本
番
直
前
の
密
な
会
議
。

21
日
・
主
幹
の
出
身
、
大
阪
大
学
の
渥
美

公
秀
研
究
室
に
て
住
職
が
講
義
。
主
幹

は
お
手
伝
い
。

23
日
・
應
典
院
Ｃ
Ｃ
第
５
弾
『
シ
ネ
マ

ロ
ッ
ク
デ
イ
ズ
ア
ン
ド
ナ
イ
ツ
〜
石

井
聰
亙
・
監
督
生
活
30
年
の
閃
光
」

初
日
。
監
督
を
ま
じ
え
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
会
場
は
多
く
の
石
井

フ
ァ
ン
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

24
日
・『
シ
ネ
マ
ロ
ッ
ク
〜
』
２
日
目
。

初
期
作
品
を
一
挙
に
５
本
上
映
。

25
日
・『
シ
ネ
マ
ロ
ッ
ク
〜
』
３
日
目
。

最
新
作
「
鏡
心
」
上
映
。
監
督
と
製

作
現
場
に
住
職
の
対
談
。

28
日
・
マ
イ
ル
ド
ホ
ー
プ
ゾ
ー
ン
設
立

総
会
。
住
職
が
事
務
局
長
に
就
任
。

29
日
・
ｓ
×
ｄ
隕
石
少
年
ト
ー
ス
タ
ー

公
演
初
日
、
7
月
2
日
ま
で
。

―

7　

月―

２
日
・
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
機

関
誌
「
ウ
ォ
ロ
」
創
刊
40
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
主
幹
が
参
加

３
日
・
９
月
開
催
予
定
Ｃ
Ｃ
映
画
『
母

た
ち
の
村
』
上
映
ご
協
力
い
た
だ
く

キ
ノ
キ
ネ
マ
岸
野
さ
ん
打
合
せ
。

４
日
・ｓ
×
ｄ
東
京
ガ
ー
ル
公
演
初
日
、

5
日
ま
で
。

５
日
・
第
５
回
ア
ー
ツ
と
仕
事
研
究
会
。

ゲ
ス
ト
は
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
佐
野
章

二
さ
ん
。

７
日
・
浄
土
宗
宗
務
庁
に
て
「
共
生
地

域
文
化
大
賞
」
の
企
画
検
討
会
議
。

住
職
・
主
幹
が
若
手
の
教
員
・
実
践

家
と
と
も
に
意
見
交
換
。

12
日
・
小
僧
イ
ン
タ
ー
ン
日
高
主
催「
ブ

ッ
ダ
カ
フ
ェ
」
開
催
、テ
ー
マ
は
「
ネ

ッ
ト
の
中
の
『
友
だ
ち
』
世
界
」

13
日
・
大
阪
都
市
協
会
芸
術
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
育
成
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
應
典
院
は
主
幹
と
大
塚
が
参
加
。

18
日
・
ｓ
×
ｄ
劇
団kuskus

公
演

初
日
、
19
日
ま
で
。

19
日
・
第
６
回
ア
ー
ツ
と
仕
事
研
究
会
。

ゲ
ス
ト
は
瑞
興
寺
住
職
・
清
史
彦
さ
ん
。

同
時
刻
に
主
幹
は
京
都
市
景
観
・
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
て
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
何
か
」
の
講
演

20
日
・
第
61
回
い
の
ち
と
出
会
う
会「
野

宿
か
ら
立
ち
直
っ
て
」
と
題
し
、
ホ

ー
ム
レ
ス
を
体
験
さ
れ
た
よ
が
ふ
く

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
。

22
日
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
プ
レ
イ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｈ
Ｐ
Ｆ
）
関
西
大

学
第
一
高
校

23
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
大
阪
教
育
大
学
附
属
天

王
寺
高
校
。
主
幹
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
の

家
と
近
畿
ろ
う
き
ん
に
よ
る
「
世
間

遺
産
」
の
お
手
伝
い
。

24
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
福
井
高
校
、
第
７
回
ア
ー

ツ
と
仕
事
研
究
会
、
ゲ
ス
ト
は
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ロ
の
花
井
紀
子
さ
ん
。

25
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
関
西
創
価
高
校

26
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
扇
町
高
校

27
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
大
阪
信
愛
女
学
院
高
校
、

大
阪
都
市
協
会
よ
り
公
募
事
業
受
託

団
体
と
し
て
選
ば
れ
た
と
の
連
絡
が
。

28
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
枚
方
な
ぎ
さ
高
校

29
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
清
風
南
海
高
校

30
日
・
Ｈ
Ｐ
Ｆ
大
谷
高
校

31
日
・
石
井
聰
亙
初
期
作
品
上
映
会
の

最
終
実
行
委
員
会
。
決
算
報
告
等
を

行
い
つ
つ
、中
華
料
理
の
席
で
総
括
。

―

5　

月―

２
日
・
主
幹
の
得
度
式
が
京
都
の
鹿
ヶ

谷
に
あ
る
法
然
院
に
て
執
り
行
わ
れ

る
。そ
の
後
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ「
京

都
三
条
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
」
に
て
法
然

院
の
梶
田
真
章
貫
主
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
務
め
る
「
京
都
三
条
ボ
ン

ズ
カ
フ
ェ
」に
住
職
、主
幹
が
生
出
演
。

３
日
・
サ
リ
ュ
48
号
掲
載
の
住
職
Ｖ
Ｓ

主
幹
対
談
。

７
日
・
と
あ
る
施
設
で
不
要
と
な
っ
た
照

明
機
材
を
い
た
だ
き
に
主
幹
、
城
田
が

運
び
屋
と
な
り
大
阪
・
京
都
を
移
動
。

８
日
・
照
明
機
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

m
.c.s.

の
奥
村
さ
ん
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
。

９
日
・「
い
の
ち
と
出
会
う
会
」
世
話
人

の
石
黒
大
圓
さ
ん
と
住
職
、
主
幹
が

打
合
せ
。
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実
の

た
め
の
策
を
練
る
。

10
日
・
ｓ
×
ｄ
第
３
回
制
作
者
会
議
。

小
僧
イ
ン
タ
ー
ン
日
高
主
催
「
ブ
ッ

ダ
カ
フ
ェ
」
開
催
、
テ
ー
マ
は
「
ブ

ッ
ダ
の
恋
愛
論
」

11
日
・
ア
ー
ツ
と
仕
事
研
究
会
第
２
回
ゲ
ス

ト
は
職
場
の
人
権
研
究
会
・
河
野
尊
さ
ん
。

12
日
・
石
井
聰
亙
初
期
作
品
上
映
会
実
行

委
員
会
。残
り
1
ヶ
月
の
動
き
を
調
整
。

16
日
・
大
阪
府
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
３
名
来
山
、
今
年
度
カ
レ
イ
ド
ス

コ
ー
プ
展
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

18
日
・
第
59
回
い
の
ち
と
出
会
う
会
「
生

き
る
と
は
夢
を
持
っ
て
歩
き
続
け
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
事
故
で
両
腕
を
な
く

さ
れ
奥
塚
明
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
。

19
日
・
ぴ
あ
株
式
会
社
関
西
支
社
に
住

職
と
主
幹
が
往
訪
。
石
井
聰
亙
初
期

作
品
上
映
会
の
広
報
協
力
を
依
頼
。

20
日
・
住
職
が
長
野
の
神
宮
寺
で
講
演
。

1
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ

特
集
に
登
場
し
た
３
つ
の
お
寺
が
集
結
。

22
日
・
主
幹
交
代
式
。
サ
ン
ト
リ
ー
次
世

代
研
究
所
佐
藤
友
美
子
部
長
、
京
都
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
高
田
光
雄
教
授
、

き
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
深
尾
昌
峰

事
務
局
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
。

23
日
・
浄
土
宗
宗
務
庁
よ
り
3
名
が
来

山
。
法
然
上
人
800
年
遠
忌
に
あ
た
っ

て
「
共
生
地
域
文
化
大
賞
」
に
取
り

組
む
た
め
の
打
合
せ
。

24
日
・
死
生
塾
、
話
題
提
供
者
は
大
阪

市
立
大
学
病
院
・
山
口
悦
子
医
師
。

26
日
・
立
正
佼
成
会
来
訪
。
大
蓮
寺
・
應

典
院
の
視
察
に
住
職
・
主
幹
が
応
対
。

29
日
・
第
３
回
ア
ー
ツ
と
仕
事
研
究
会　

ア
イ
デ
ィ
ー
ル
西
村
卓
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
。

30
日
・
第
４
回
ｓ
×
ｄ
制
作
者
会
議
。

31
日
・
應
典
院
の
歓
送
迎
会
。

―

6　

月―

１
日
・
ｓ
×
ｄ
決
起
集
会
。2006

年

参
加
劇
団
と
應
典
院
ス
タ
ッ
フ
、
ブ

レ
ー
ン
が
結
集
し
た
大
交
流
会
。

３
日
・
会
員
総
会
に
代
わ
る
「
会
員
の

つ
ど
い
」
に
引
き
続
き
、
應
典
院
Ｃ

Ｃ
第
４
弾
『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
般
若

心
経
』
上
映
会
。
グ
ロ
ー
バ
ル
仏
教

に
つ
い
て
上
田
紀
行
さ
ん
の
講
演
、

そ
の
後
の
交
流
会
も
大
盛
況
。

4
日
・
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会

の
三
周
年
記
念
行
事
。「
地
域
資
源
と

市
民
力
を
考
え
る
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
、
住
職
と
主
幹
が
そ
れ
ぞ
れ
代

表
理
事
と
事
務
局
長
の
立
場
で
参
画
。

6
日
・
翌
日
に
控
え
た
パ
ド
マ
幼
稚
園
で

毎
年
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
仏
教
講
座
の
準

備
。應
典
院
の
ス
タ
ッ
フ
も
お
手
伝
い
。
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いのちと出会う会
第62回　9月21日（木）
「今を生き抜いて」
　話題提供者：山本 苑加さん

（「はぁとふる21」主宰）
●

第63回　10月19日（木）
「釜が崎からフィリピンを仰ぎ見る」
　話題提供者：福森 隆さん

（プロテスタント香南教会員）
●

※第62回より参加費と開催時間を変更いたします
なお、第３木曜日の開催は今後も変わりません。
　◎時間：18:30～20:30
　◎参加費：一般1000円、会員・学生700円

應典院寺町倶楽部共催事業
「若者と仕事」

～これからの就業スタイルを考える～
日本の若年者就業システムの課題をとりあげ、私
たちはどんな解決策を社会に提起していけるのか
を探ります。

○日時　9月 23 日（木・祝）　16:00 ～ 18:00
○場所　大阪NPOプラザ　3階ホール
○内容　講演と対談
　講演：  「今、若者が求めている支援とは」
　　本田 由紀 （東京大学大学院情報学環助教授）
　対談     学校経由の就業の課題から見える
　　　　　「教育の可能性と限界」
　　　　本田 由紀 
　　　　松浦 善満（関西こども文化協会代表理事）
　　　　山口 洋典（ 應典院 主幹・應典院寺町倶楽部事務局長）
○申込み
　特定非営利活動法人関西こども文化協会
　大阪市福島区吉野4-29-20大阪NPOプラザ207
　TEL 06-6460-1621  FAX 06-6460-1628
　E-mail office@kansaikodomo.com

應典院コミュニティシネマVOL.6
映画「母たちの村」プレミア上映会＋

ダイアログ
　セネガル、フランス合作映画「母たちの
村」は、アフリカに古くから伝わる女性の
割礼を取り上げることを通して人間の尊厳
と愛を伝える映画です。
　物語は、主人公コレが割礼を受けた当事
者として、割礼を受けようとする小さな女
の子たちを保護することから始まります。
主人公の行動はコミュニティの伝統に逆ら
う行為なのですが…。
　上映後、この映画に通じる日本社会の問
題を見つめ、悪しき伝統や慣習を打ち破る
力について考えます。そして、これをきっ
かけに創造的に生きる知恵を伝承するため
のヒントを探ります。

○日時　9月 19 日（火）　18:30 ～ 22:00
○場所　應典院本堂ホール
○内容　映画上映とダイアログ（対談）
　第1部 :映画上映 18:35～20:39（124分）
　　「母たちの村」
　 http://www.alcine-terran.com/main/moolaade.htm
　第 2部 : 対談 20:50 ～ 22:00（70 分）
　　Trad（慣習） and Trend（価値）
              ～流されず問いかけること～
　　＜ゲスト＞
　　　伊田 広行さん（立命館大学非常勤講師）
　　　岡 真理さん（京都大学大学院助教授）　
○料金　一般1,800円
　　　　　應典院寺町倶楽部会員・学生1,500円
　　　　　NGO割引1,000円（名刺、ニューズレター持参）
※なお、本事業は大阪市現代芸術創造事業として開催される「コモンズ
フェスタ2006」のプレイベントとして実施いたします。

本年、再開！「コモンズフェスタ」
 
2年間休会とさせていただいた應典院寺町倶楽部の恒例事
業「コモンズフェスタ」を再開いたします。テーマは「場
へのまなざし」。これまで11月の上旬に開催してまいりま
したが、今年は再開記念で10月1日から31日を「コモン
ズ月間」と位置づけ、連日何らかの催しを実施いたします。

この1年で映画関係の方々とのおつきあいが増えまし
た。映画監督、配給・製作会社など映画の作り手とな

る人たち、映画館支配人、上映技師など観客に映画を届け
る仕事をする人たち、そして鑑賞側の研究者、ファン・・と、
その関り方の多様さと、裾野の広さに触れました。関わり
方は違っても、みなさんに共通するのは映画への熱い想い
を目を輝かせて語られることです。そのようについ、夢中
に語ってしまうところに映画の魅力があるのかもしれませ
ん。そんなみなさんの熱い対話が繰り広げられる場のひと
つに應典院コミュニティシネマシリーズが加われればと願
います。（大塚）

７月、８月と続いた真夏の演劇の舞台芸術祭「space×
drama2006」が、終わろうとしています。今年も多種

多様な若い劇団が、この「應典院」という場を得て、持て
る力の全てを、まさに太陽の如く燃やしています。また、
今号の特集でもあったコミュニティシネマにおいても、こ
こに集う様々な世代の力を再認識した気がしています。場
と人との出会い、そしてこの場を介しての人と人の出会い。
應典院の持つ「場」としての磁力は、ますます強くなって
いきます。（城田）

編集ということばを辞書で引くと「整理して、構成す
ること」とありました。サリュの編集の役目を務め

て2号目の発行ですが、冊子の編集とは「デザイン（意匠・
装飾）」と「レイアウト（割付・配置）」の両側面から、読
み応えのある「コンテンツ（内容）」を整理して、構成する
ことだと実感している次第です。前号からは「内なる外・
外なる内の視点」として「應典院解題」という連載をはじ
めさせていただき、今号では大阪で映画紹介の冊子作成等
を行っている「シネコミ倶楽部」さんに企画構成の協力を
いただきました。先般8月5日に行ったお盆企画でも会員
の皆さんのご協力をいただいたように、今後も多くの方々
と知の協働編集に努めていきたいと考えています。（山口）

＜次号 50号は…＞

　 2006 年 10月発行予定

【特集】：演劇と場
～space×drama2006、HPFを振り返って～

1997 年の應典院再建と同時に
はじまった演劇の祭典「space×
drama」。2003年から若手支援
のプロジェクトになり、今年で
4年目の実施となった。また、大阪
府内の高校演劇の祭典、ハイ
スクールプレイフェスティバル
（通称、HPF）の開催も 3年を
数える。若手劇団に場を提供する
意義とは?高校生と共に場を創り
出す意味とは?高校、劇団、劇
場、寺、様々な立場から、應典
院の演劇の場としての意味を明
らかにします。
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映
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出
会
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い
公
共
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化
政
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「
ひ
と
」
と
「
場
」
の
交
差
点

應
典
院
に
つ
き

他人の過ちは見やすく、
おのれの過ちは見難い。
他人の罪は風のように
四方に吹き散らすが、
おのれの罪は、
さいころを隠すように隠したがる。

仏教聖典「ブッダ・最後の教え」より
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